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4・5月合併号予告
特集は、「みどりの食料システム戦略」を予定。
SDGsや環境を重視する動きが加速していくと見込まれる
なか、持続可能な食料供給システムの構築が急務です。食
料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベー
ションで実現する「みどりの食料システム戦略」に迫ります。

検証、東日本大震災１０年
3 農林水産分野の復興・再生に取り組む

農林水産省 危機管理・政策立案総括審議官／村井 正親
被災地の農林水産業を総合的に支援し、復興・再生に全力を挙げてきた国。
10年の歩みと「第２期復興・創生期間」に向けた施策・取り組みを総括する

7 原子力災害にもがき続ける福島の農業
福島大学食農学類 教授／小山 良太
地震、津波に加え、原子力災害の被害地域である福島県は風評被害などに苦
しみ、完全復興はいまだ遠い。福島における食料・農業再生の研究者が語る

11 元の経営を超えて、新生を果たす
株式会社舞台ファーム、株式会社アマタケ／山田　優
債務超過から規模拡大を果たした舞台ファームと、被災からわずか３カ月半で工場を
再稼働し、ヒット商品を生んだアマタケ。社員と共に奮闘した道のりを経営者に聞く

観天望気
  2 �成長から成熟への道�
五木 寛之／作家

変革は人にあり
15 �一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン／宮城県�
阿部 勝太
課題が山積し、苦境にある日本の漁業を、次世代が憧れる職業に変えてみせる。熱い想い
を胸に若い漁師が立ち上がった。他業種の人たちと連携し、三陸から未来の水産業を創る

農と食の邂逅 特別号 東日本大震災10年
19 �株式会社はなやか／宮城県�
伊藤 惠子
本誌２０１１年8月号で紹介した、伊藤惠子さんを再訪。避難所への弁当配
達から、子どもたちへの農業体験。食と農に寄り添い続ける想い、姿を追う

新・農業人
25 �株式会社ゆーとぴあ／福島県�
山田　豊
6年の歳月を経て、避難指示解除となった飯舘村に、３8歳の若者が戻った。

「大好きなこの村で、家族と牛を飼えることがうれしい」と満面の笑みだ

フォーラムエッセイ
食べることは素晴らしい
フリーアナウンサー　袴田 彩会----------------------- 18

主張・多論百出
アスリートにもスポーツファンにも
生産者にもウィン・ウィンの仕組み
エンゲート株式会社 代表取締役　城戸 幸一郎---- 27

地域再生への助走
ブナ・ナラ、落葉広葉樹の森を育て
汽水域の海人の生業を持続する
NPO法人森は海の恋人 理事長　畠山 重篤------ 29

耳よりな話
ＩＣＴ技術活用の条件
日本公庫テクニカルアドバイザー　加茂 幹男---- 32

書　評
『なぜ田んぼには多様な生き物がすむのか』
百姓・思想家　宇根　豊----------------------------------- 36

オピニオン・レポート

巻頭言

特　集

連　載

撮影：竹本 りか

早春の畑
■霧立ち込める早春の朝。畝（うね）にまかれた種は、生命力に満ち溢
れながらも、静かに発芽のときを待つ■

埼玉県川島町
2018年3月25日

持続可能な林業へ 吉野の森を、未来へつなぐ 
近畿地区総括課、情報企画部-------------------------33
若手経営者に金融機関との付き合い方を講義 
福島支店--------------------------------------------------35
上級農業経営アドバイザーの経営改善支援手法に学ぶ 
山口支店--------------------------------------------------35

「ウィズコロナの経営戦略とトレンド」がテーマの講演会 
鹿児島支店-----------------------------------------------35
就農前後の農家に事業計画作成のポイントを説明 
青森支店--------------------------------------------------35

みんなの広場・編集後記-------------------------------------- 37

TiDBit
傍らで息の長い伴走型支援 
仙台銀行地元企業応援部　佐々木 真吾------------ 38

インフォメーション

農業経営アドバイザー

＊�新型コロナ感染症に係る緊急事態宣言を受け、3月号は3月15日発行としました。�
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＊本誌掲載文のうち、意見にわたる部分は、筆者個人の見解です。
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望
気
観
天

成長から成熟への道

　
「
人
生
百
年
時
代
」と
い
う
の
は
、単
な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
囃
し
文

句
で
は
な
い
。

　

実
際
に
私
自
身
も
八
十
八
歳
の
現
在
、以
前
と
変
わ
ら
ぬ
七
本
の
連
載

を
抱
え
な
が
ら
執
筆
生
活
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
。た
ぶ
ん

九
十
歳
を
過
ぎ
て
も
、仕
事
は
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

先
日
、あ
る
文
学
賞
の
選
考
会
で
、は
じ
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
る

選
考
を
体
験
し
た
。他
の
選
考
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
、映
像
を
通
じ
て
候
補

作
品
に
つ
い
て
討
論
し
た
の
だ
が
、意
外
に
ス
ム
ー
ズ
に
選
考
が
進
ん
だ

こ
と
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
い
ま
、文
明
の
成
長
期
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。登
山
で

い
う
な
ら
下
山
の
過
程
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。下
山
、と
い
う
と
、

な
ん
と
な
く
活
気
の
な
い
時
期
の
よ
う
に
思
う
人
も
い
る
が
、そ
れ
は
間

違
い
だ
ろ
う
。

　

経
済
の
発
展
と
文
明
の
成
熟
は
シ
ン
ク
ロ
し
な
い
。そ
こ
に
は
タ
イ
ム

ラ
グ
が
あ
る
。成
長
期
を
終
え
た
あ
と
に
文
明
の
成
熟
が
は
じ
ま
る
の
だ
。

そ
れ
を
ハ
ー
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
と
私
は
考
え
て
き
た
。

　

必
死
で
頂
上
を
め
ざ
し
て
登と

う

攀は
ん

し
て
い
る
過
程
に
は
思
索
す
る
余
裕
は

な
い
。頂
上
を
後
に
下
山
す
る
時
間
こ
そ
豊
穣
な
時
間
で
あ
る
。来
し
方
行

く
末
を
思
い
、平
野
や
海
を
遠
望
し
な
が
ら
、一
歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
と
下
山

し
て
い
く
。足
も
と
の
高
山
植
物
を
目
に
し
て
は
、こ
ん
な
高
山
に
も
野
の

花
は
咲
く
の
だ
と
驚
き
、雷
鳥
の
姿
に
心
を
和
ま
せ
る
。次
は
ど
の
山
に
登

ろ
う
か
と
思
う
こ
と
も
楽
し
い
。登
山
は
充
実
し
た
下
山
に
よ
っ
て
完
成

す
る
の
だ
。野
球
も
駅
伝
も
終
盤
が
醍
醐
味
な
の
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、文
明
の
大
き
な
分
岐
点
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。地
球
環
境
か
ら
社
会
格
差
の
問
題
ま
で
、豊
か
な
る
下
山
の
時

代
が
い
ま
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
予
感
が
あ
る
。

　

石
炭
の
時
代
も
終
わ
り
、石
油
の
時
代
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。成
長

か
ら
成
熟
へ
。下
山
を
黄
金
期
と
み
る
視
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
だ
。

いつき ひろゆき
1932年福岡県生まれ。早稲田大学文学部ロシア文学科
中退。代表作に『風の王国』（新潮社）、『親鸞』（講談社）な
ど。98年に刊行した『大河の一滴』（幻冬舎）が昨年話題
となった。小説以外にも幅広い批評活動を続けている。

五木 寛之
作家
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進
む
復
旧
、残
る
課
題

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
を
中
心
と
し
た
東
日

本
の
広
い
地
域
に
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所（
以
下「
東
電
福
島
第
一
原
発
」）の
事
故
の
影
響
を

含
む
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。農
林
水
産
業
全
体
の
被

害
額
は
２
兆
４
４
２
６
億
円
に
の
ぼ
り
、阪
神
・
淡
路

⼤
震
災
の
約
26
倍
、新
潟
県
中
越
地
震
の
約
18
倍
に
相

当
す
る
。

　

復
興
に
当
た
っ
て
は
、東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方

針
」が
定
め
ら
れ
た
。激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の

特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
各
種
法
令
に
基
づ
く

措
置
に
加
え
、「
復
興
財
源
フ
レ
ー
ム
」の
策
定
、特
例

措
置
の
法
制
化
、被
災
自
治
体
の
人
的
・
財
政
的
支
援

等
の
復
興
を
支
え
る
仕
組
み
を
整
備
し
、各
分
野
に
お

け
る
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
。

　

地
震
・
津
波
被
災
地
域
で
は
、主
要
な
排
水
機
場
や

海
岸
防
災
林
、漁
港
な
ど
農
林
水
産
関
係
イ
ン
フ
ラ
に

つ
い
て
、復
旧
は
お
お
む
ね
完
了
し
、復
興
の
総
仕
上

げ
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

原
子
力
災
害
被
災
地
域
に
お
い
て
も
、除
染
等
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、空
間
線
量
率
は
、原
発
事
故
発
生

時
と
比
べ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。20
年
３
月
ま
で
に
、

帰
還
困
難
区
域
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で
避
難
指
示
の

解
除
が
実
現
し
、帰
還
困
難
区
域
の
一
部
で
避
難
指
示

が
先
行
解
除
さ
れ
る
な
ど
、福
島
の
復
興
・
再
生
が
本

格
的
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、農
林
水
産
省
は
、農
林
水
産
物
の

安
全
確
保
や
食
品
に
対
す
る
消
費
者
へ
の
信
頼
を
回
復

す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、東
電
福
島

第
一
原
発
事
故
被
災
地
域
の
農
林
水
産
業
の
再
開
へ
の

支
援
や
、福
島
県
産
農
林
水
産
物
の
風
評
払
拭
に
向
け

た
取
組
等
を
進
め
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、避
難
状

態
が
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
顕

在
化
し
た
課
題
や
、根
強
く
残
る
風
評
被
害
等
へ
の
対

応
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・

茨
城
及
び
千
葉
の
６
県
で
、避
難
指
示
区
域
を
含
む

２
万
１
４
８
０
㌶
の
農
地
が
津
波
の
被
害
を
受
け
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、が
れ
き
の
除
去
や
除
塩
、排
水
機
場

な
ど
農
業
用
施
設
の
復
旧
を
支
援
す
る
こ
と
で
、21
年

１
月
末
現
在
、津
波
被
災
農
地
の
う
ち
転
用
さ
れ
た
農

地
等
を
除
く
94
％
で
営
農
再
開
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
に
お
い
て
、津
波
被

災
農
地
の
復
旧
に
併
せ
て
大
区
画
化
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
区
の
う
ち
、98
％
で
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

農
林
水
産
分
野
の
復
興
・
再
生
に
取
り
組
む

大
震
災
か
ら
10
年
、イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
相
当
程
度
進
展
し
た
。そ
の一方
で
原
子
力
災
害

被
災
地
域
で
は
、営
農
再
開
や
風
評
被
害
等
の
課
題
が
残
る
。２
０
２
１
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」で
も
、被
災
地
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
。

特
集　
検
証
、東
日
本
大
震
災
10
年

むらい まさちか
1965年大阪府生まれ。東京大学法学部卒業後、89年農
林水産省入省。鹿児島県農政部農政課長、総合食料局食
糧部計画課長、経営局金融調整課長、内閣官房内閣参事
官、大臣官房文書課長、農村振興局農村政策部長などを
経て、2020年8月より現職。

農林水産省 危機管理・政策立案総括審議官

村井 正親 MURAI Masachika
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特集　検証、東日本大震災10年

等
の
放
射
性
物
質
対
策
等
を
支
援
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
等
に
よ
り
、田
村
市
、南
相
馬
市
、広

野
町
、楢
葉
町
、富
岡
町
、川
内
村
、浪
江
町
、葛
尾
村
、

飯
舘
村
及
び
川
俣
町（
旧
山
木
屋
村
）の
約
３
８
０
０

㌶
に
お
い
て
、19
年
産
米
の
作
付
が
再
開
さ
れ
た
。ま

た
、川
俣
町
や
飯
舘
村
で
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
生
産

が
回
復
し
た
こ
と
に
加
え
、浪
江
町
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
、川
俣
町
で
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
な
ど
の
新
し
い
花
き
産

地
の
形
成
が
進
行
し
、ま
た
、復
興
牧
場
が
設
立
さ
れ

て
酪
農
が
再
開
す
る
な
ど
、農
業
の
復
興
に
向
け
た
取

組
は
進
展
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、原
子
力
災
害
被
災
12
市
町
村
で

は
、営
農
再
開
し
た
面
積
は
約
32
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。市
町
村
間
で
も
避
難
指
示
解
除
の
時
期
に
よ
り
営

農
再
開
率
に
差
が
生
ま
れ
、営
農
再
開
の
加
速
化
が
重

要
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、地
元
の
担
い
手
に
加
え
、外
部
か
ら
の
参

入
も
含
め
た
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
や
、６
次

産
業
化
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
特
例
が
、20

年
６
月
の
福
島
特
措
法
の
改
正
で
設
け
ら
れ
た
。人
的

支
援
強
化
の
観
点
か
ら
は
、20
年
４
月
か
ら
被
災
12
市

町
村
す
べ
て
に
計
14
名
の
農
林
水
産
省
職
員
を
派
遣
し
、

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
い
わ
き
市
・
富
岡
町
に
設
置
し
て
支

援
に
当
た
っ
て
い
る
。同
年
７
月
に
は
、福
島
県
、農
業

者
団
体
、被
災
12
市
町
村
へ
の
参
入
希
望
の
あ
る
実
需

者
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、市
町
村
域
を
越
え

た
広
域
的
な
高
付
加
価
値
産
地
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

森
林
に
つ
い
て
は
、２
０
１
６
年
３
月
に
復
興
庁
・

農
林
水
産
省
・
環
境
省
の
３
省
庁
が
取
り
ま
と
め
た

「
福
島
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
総
合
的
な
取

組
」に
基
づ
く
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

体
で
50
％
に
と
ど
ま
り
、い
ま
だ
販
路
開
拓
や
人
材
確

保
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
今
後

　

東
電
福
島
第
一
原
発
の
事
故
発
生
を
受
け
て
設
定

さ
れ
た
警
戒
区
域
及
び
計
画
的
避
難
区
域
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
３
月
４
日
の
双
葉
町
の
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
の
解
除
を
最
後
に
、帰
還
困
難
区
域
を
除
く
す

べ
て
の
地
域
の
避
難
指
示
の
解
除
が
実
現
し
た
。さ
ら

に
、Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
て
、双
葉
町
・

大
熊
町
・
富
岡
町
の
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い

る
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
一
部
区
域
に
つ
い
て
、

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
。

　

除
染
に
つ
い
て
は
、12
年
１
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、18
年

３
月
末
ま
で
に
、帰
還
困
難
区
域
を
除
く
８
県
１
０
０

市
町
村
の
す
べ
て
で
面
的
除
染
が
完
了
し
た
。

　

農
林
水
産
省
は
、地
域
農
業
の
将
来
像
の
策
定
、農

業
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、除
染
後
農
地
の
保
全
管
理
、

作
付
実
証
、放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策
、た
め
池

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、３
１
９
漁
港
が
被
災
し
た
ほ

か
、漁
場
、漁
船
、養
殖
施
設
、水
産
加
工
施
設
等
に
甚

大
な
被
害
が
生
じ
た
。漁
港
に
つ
い
て
は
、21
年
１
月

末
時
点
で
、被
災
し
た
３
１
９
漁
港
の
う
ち
、陸
揚
げ

岸
壁
の
機
能
が
す
べ
て
回
復
し
た
漁
港
は
、97
％
に
当

た
る
３
１
１
漁
港
、一
部
で
も
陸
揚
げ
が
可
能
と
な
っ

た
漁
港
を
含
め
る
と
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、３
県
の
主
要
な
魚
市
場
に
お
け
る
水
揚
げ
量
、

水
揚
げ
金
額
は
、震
災
前
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ
69
％
、76

％
と
な
っ
て
い
る
。な
か
で
も
福
島
県
の
沿
岸
で
の
漁

業
は
、本
格
的
な
操
業
再
開
を
め
ざ
し
て「
試
験
操
業
・

販
売
」が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
沿
岸
漁
業
及

び
沖
合
底
び
き
網
漁
業
に
よ
る
20
年
の
水
揚
げ
量
は
、

震
災
前
の
10
年
実
績
の
18
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

水
産
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、20
年
12
月
末
時
点
で
、

３
県
の
７
８
１
施
設
の
う
ち
98
％
に
当
た
る
７
５
５
施

設
が
業
務
を
再
開
し
て
い
る
。し
か
し
、水
産
加
工
品

の
売
り
上
げ
が
震
災
前
の
８
割
以
上
に
回
復
し
て
い

る
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
る
事
業
者
の
割
合
は
、

青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
及
び
千
葉
の
６
県
全

図1 農林水産業のインフラの復旧状況
資料：農林水産省

0 100（％）
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94%

木材加工
流通施設

主 要 な
排水機場

農　　地
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100%

水産加工施設
（業務再開）

産地市場
（業務再開）

養殖施設

漁　　船

漁　　港
（陸揚げ機能）

注：１�　⽔産加⼯施設は2020年12⽉末現在、その他
は21年1⽉末現在。

	 ２�　農地は、農地転⽤が⾏われたもの（⾒込みを含
む）を除いた津波被災農地19,690㌶に対するも
の。（岩⼿県100%、宮城県99%、福島県75%）

	 ３�　主要な排水機場は、復旧が必要な96カ所に
対するもの（復旧事業実施中も含む）。

	 ４�　⽊材加⼯流通施設は、再開を希望する41カ
所に対するもの。

	 ５�　漁港は、被災した319漁港に対するもの（全
て回復311漁港、部分的回復8漁港）。

	 ６�　漁船は、復旧を⽬指す20,000隻に対するもの。
	 ７�　養殖施設は、再開を⽬指す68,893施設（岩⼿県

17,480施設、宮城県51,413施設）に対するもの。
	 ８�　産地市場は、被災３県で被災した30施設に

対するもの。岩⼿県および宮城県の産地市場
は、22施設全てが再開。

	 ９�　⽔産加⼯施設は、被災３県で再開を希望する
774施設に対するもの。
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農林水産分野の復興・再生に取り組む

　

除
染
は
、住
居
等
の
近
隣
の
森
林
や
、森
林
内
の
人

が
日
常
的
に
立
ち
入
る
場
所
等
で
進
め
ら
れ
た
。ま
た
、

下
層
植
生
の
繁
茂
を
促
し
土
壌
流
出
を
抑
制
す
る
効

果
の
あ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
と
、そ
の
実
施
に
必
要

な
放
射
性
物
質
対
策
を
推
進
す
る
実
証
事
業
や
、里
山

再
生
を
進
め
る
た
め
の
取
組
を
総
合
的
に
推
進
す
る
里

山
再
生
モ
デ
ル
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
は
、20
年
３
月
末
ま
で
に
計
14
地
区
を
モ

デ
ル
地
区
に
選
定
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、20
年

度
以
降
も「
里
山
再
生
事
業
」と
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、き
の
こ
栽
培
用
の
生
産
資
材
の
導
入
な
ど

の
支
援
や
、シ
イ
タ
ケ
原
木
林
の
再
生
に
向
け
た
実
証

事
業
な
ど
、特
用
林
産
物
の
生
産
の
再
開
・
継
続
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

加
え
て
、福
島
県
産
木
材
の
需
要
拡
大
と
安
定
供
給

の
確
保
に
向
け
て
、木
材
へ
の
放
射
性
物
質
の
影
響
に

関
す
る
調
査
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
木
材
・
木
材
製
品
の
流
通
を
確
保
す
る
た
め
、

木
材
製
品
等
の
効
率
的
な
放
射
線
量
の
測
定
・
検
査
手

法
の
検
討
、検
査
体
制
の
構
築
を
支
援
し
て
い
る
。さ

ら
に
、製
材
工
場
等
で
発
生
す
る
樹
皮（
バ
ー
ク
）の
処

理
や
バ
ー
ク
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
る
。

　

18
年
時
点
で
、福
島
県
に
お
け
る
林
業
産
出
額
は
震

災
発
生
前
の
80
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、特

用
林
産
物
に
つ
い
て
は
、20
年
12
月
末
時
点
で
福
島
県

を
含
め
て
13
県
１
９
４
市
町
村
で
、22
品
目
の
出
荷
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、19
年
の
福
島
県
の
シ
イ
タ
ケ
生
産

量
は
震
災
発
生
前
の
74
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。放

射
性
物
質
対
策
と
一
体
と
な
っ
た
森
林
整
備
や
き
の
こ

を
は
じ
め
と
し
た
特
用
林
産
物
の
産
地
再
生
が
引
き
続

き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
の
水
産
業
に
つ
い
て
は
、本
格
的
な
操
業
再

開
に
向
け
、が
れ
き
の
撤
去
・
処
理
へ
の
支
援
、放
射
性

物
質
濃
度
の
測
定
調
査
、漁
業
者
や
養
殖
業
者
の
経
営

の
合
理
化
や
再
建
を
支
援
し
、漁
船
の
94
％
が
復
旧
し

て
い
る
。一
方
、震
災
前
と
比
べ
た
水
揚
げ
金
額
は
44

％
、水
揚
げ
量
は
38
％
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。と
く
に
、

試
験
操
業
が
続
い
て
い
る
沿
岸
漁
業
及
び
沖
合
底
び
き

網
漁
業
の
水
揚
げ
量
は
18
％
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。ま
た
、水
産
加
工
業
に
つ
い
て
も
、売
り
上
げ
が
震

災
前
の
８
割
以
上
に
回
復
し
て
い
る
事
業
者
の
割
合
は

28
％
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
た
め
、本
格
的
な
操
業
再
開

に
よ
る
水
揚
げ
量
の
増
加
や
水
産
加
工
業
の
販
路
回
復

が
、引
き
続
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

風
評
の
払
拭
と
販
路
支
援

　

生
産
現
場
で
は
放
射
性
物
質
の
吸
収
抑
制
対
策
や

暫
定
許
容
値
以
下
の
飼
料
の
使
用
等
、品
目
に
合
わ

せ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。そ
う
し
た
努
力
の
結
果
、

基
準
値
超
過
が
検
出
さ
れ
た
割
合
は
、す
べ
て
の
品
目

で
２
０
１
１
年
以
降
低
下
し
て
お
り
、20
年
度
は
12
月

22
日
時
点
で
、き
の
こ
・
山
菜
類
、水
産
物
の
一
部
を
除

き
基
準
値
を
超
過
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

福
島
県
で
は
、作
付
制
限
、放
射
性
物
質
の
吸
収
抑

制
、抽
出
検
査
等
の
対
策
と
と
も
に
、米
に
つ
い
て
は

全
地
域
で
全
量
全
袋
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、一

部
の
地
域
を
除
き
、20
年
産
か
ら
全
量
全
袋
調
査
か
ら

抽
出
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
移
行
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、消
費
者
庁
が
21
年
２
月
に
公
表
し
た
消
費

者
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、放
射
性
物
質
を
理
由
に
福

島
県
産
品
の
購
入
を
た
め
ら
う
人
の
割
合
は
８
・１
％

と
な
り
、調
査
開
始
以
来
最
低
の
水
準
と
な
っ
た
も
の

の
、依
然
と
し
て
一
定
数
の
人
が
購
入
を
た
め
ら
う
と

回
答
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、復
興
庁
及
び
関
係
府
省
庁
は
、19
年
４

月
及
び
11
月
に「
原
子
力
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
を
含

む
影
響
へ
の
対
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」を
開
催
し
、17
年

12
月
に
取
り
ま
と
め
た「
風
評
払
拭
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
戦
略
」に
基
づ
く
取
組
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。そ
の
結
果
を
受
け「
知
っ
て
も
ら
う
」「
食
べ
て

も
ら
う
」「
来
て
も
ら
う
」の
三
つ
を
柱
に
、工
夫
を
凝

ら
し
た
情
報
発
信
を
実
施
し
て
い
る
。

　

農
林
水
産
省
で
は
福
島
県
の
農
林
水
産
業
の
再
生

に
向
け
て
、生
産
か
ら
流
通
・
販
売
に
至
る
ま
で
風
評

の
払
拭
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

生
産
者
の
第
三
者
認
証
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
の
取
得
、水

産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
取
得
、オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
等
を
活

用
し
た
新
た
な
販
路
開
拓
、商
談
機
会
の
拡
大
、大
手

量
販
店
へ
の
販
売
棚
設
置
等
を
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、関
係
省
庁
と

協
力
し
、17
年
度
か
ら
福
島
県
産
農
産
物
等
の
販
売
不

振
の
要
因
と
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
流
通
実
態

調
査
と
、そ
の
調
査
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
を
し
て
い

る
。福
島
県
産
品
の
価
格
は
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
品

目
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、関
係
業
者
の
福
島
県
産
農
産
物
等
の
取
り

扱
い
姿
勢
に
は
、流
通
段
階
ご
と
に
認
識
の
齟そ

齬ご

が
あ

る
。仲
卸
業
者
は
、小
売
業
者
等
の
納
入
先
の
取
り
扱

い
姿
勢
を
実
際
よ
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
認
識
す
る
傾
向
に

あ
る
が
、前
回
調
査
と
比
べ
る
と
や
や
改
善
傾
向
に
あ

る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。福
島
県
産
の
農
産
物
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等
が
適
正
な
評
価
を
受
け
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、流
通
事
業
者
間
の「
認
識
の
齟
齬
」を
解

消
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、納
入
先
の
取
り
扱
い
の

意
向
を
確
認
す
る
こ
と
等
を
指
導
し
て
い
る
。

　

輸
出
先
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
の
撤
廃
に
つ
い
て
も
、

農
林
水
産
省
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。日
本
産

農
林
水
産
物
・
食
品
に
輸
入
規
制
を
し
て
い
る
国
・
地

域
に
対
し
て
、政
府
一
丸
と
な
っ
て
緩
和
・
撤
廃
に
向

け
た
働
き
か
け
を
し
て
き
た
結
果
、規
制
を
講
じ
て
い

た
54
カ
国
・
地
域
の
う
ち
39
カ
国
・
地
域
が
規
制
を
撤

廃
し
、13
カ
国
・
地
域
が
規
制
を
緩
和
し
た
。

第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
の
取
組

　

２
０
１
９
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「『
復
興
・
創

生
期
間
』後
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

基
本
方
針
」に
基
づ
き
、復
興
・
創
生
期
間
後
も
引
き
続

き
被
災
地
の
復
興
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。20
年
６
月
に
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
重
点
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
、復
興
庁
の
設
置
期
間
の
10
年
延

長
な
ど
、復
興
・
創
生
期
間
後
の
復
興
を
支
え
る
仕
組

み
、組
織
及
び
財
源
に
つ
い
て
必
要
な
法
律
上
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
。

　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
も
改
正
さ
れ
、農
地
の

利
用
集
積
や
６
次
産
業
化
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る

た
め
の
特
例
の
創
設
等
、営
農
再
開
の
加
速
化
に
関
す

る
特
例
が
規
定
さ
れ
た
。さ
ら
に
、同
年
７
月
の「
令
和

３
年
度
以
降
の
復
興
の
取
組
に
つ
い
て
」に
お
い
て
、21

年
度
か
ら
の
５
年
間
を「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」と

位
置
づ
け
、５
年
間
の
復
興
財
源
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
検
討
課
題
と
し
て
、

移
住
等
の
促
進
、国
際
教
育
研
究
拠
点
の
構
築
に
加
え
、

営
農
再
開
の
加
速
化
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

住
民
の
帰
還
を
促
進
す
る
た
め
、医
療
・
介
護
や
商

業
施
設
、学
校
、交
流
施
設
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
が

進
め
ら
れ
、避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で
は
住
民

の
帰
還
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
て
い
る
が
、地
域
に
よ

っ
て
復
興
の
状
況
や
抱
え
る
課
題
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
指
示
解
除
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
地
域
で

は
、原
子
力
事
故
災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た

中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。喫
緊
の
課
題
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、第
２
期
復

興
・
創
生
期
間
に
お
い
て
も
、引
き
続
き
国
が
前
面
に

立
っ
て
、本
格
的
な
復
興
・
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

営
農
休
止
期
間
が
長
期
化
し
、再
開
を
躊
躇
す
る
農

業
者
も
存
在
す
る
中
で
、生
産
物
を
作
れ
ば
売
れ
る
環

境
を
形
成
し
、再
開
す
る
農
業
者
を
地
域
に
呼
び
込
み
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。こ
の

た
め
、被
災
地
域
に
お
い
て
需
要
の
伸
び
が
期
待
さ
れ

る
分
野
の
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
等
の
実
需
者
を
現
地
に

呼
び
込
み
つ
つ
、そ
れ
に
農
産
物
を
供
給
す
る
広
域
的

な
産
地
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

か
ん
し
ょ
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
産
地
化
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る（
図
２
）。農
林
水
産

省
と
し
て
も
、関
係
町
村
に
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
通

じ
て
、地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、支
援
し
て
い
く
。

　

福
島
の
20
年
度
の
新
規
就
農
者
は
２
０
４
人
で
、６

年
連
続
で
２
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。他
産
業
か
ら
福

島
で
農
業
を
し
た
い
と
就
農
し
た
人
や
、や
っ
ぱ
り
地

元
が
い
い
と
避
難
先
か
ら
戻
っ
て
農
業
を
継
い
だ
人
も

い
る
。外
部
か
ら
の
若
者
が
被
災
自
治
体
の「
復
興
支

援
員
」と
し
て
、商
品
開
発
の
提
案
や
帰
還
し
た
人
と

新
た
に
転
入
し
た
人
を
結
び
つ
け
る
活
動
を
す
る
な
ど
、

地
域
を
活
気
づ
け
る
動
き
も
見
受
け
ら
れ
、明
る
い
兆

し
は
あ
る
。

　

復
興
・
再
生
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
帰
還
促
進
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、移

住
の
促
進
や
交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
、「
魅
力
あ
る
働

く
場
づ
く
り
」を
含
め
、新
た
な
活
力
を
呼
び
込
む
思

い
切
っ
た
施
策
の
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

震
災
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
、「
東
北
の
復
興
な
く

し
て
日
本
の
再
生
な
し
」と
い
う
理
念
の
も
と
、引
き

続
き
、現
場
主
義
を
徹
底
し
、被
災
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、被
災
地
の
農
林
水
産
業
の
復
興
に
向
け
、総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。�

図2 広域的な高付加価値産地のイメージ例� 資料：農林水産省

冷凍・加工品を
周年出荷

加工・冷凍
工場

加工・業務用野菜を生産から
加工まで一貫して行う産地

育苗施設の
共用
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福
島
の
地
域
産
業
に
三
つ
の
損
害

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
を
迎
え
た
。復
興
庁
に
よ
る
と
、震
災
の

被
害
状
況
は「
ほ
ぼ
回
復
」し
た
と
さ
れ
る
。発
災
当
時
、

約
47
万
人
い
た
避
難
者
は
5
万
人
ま
で
減
少
し
、福
島
、

宮
城
、岩
手
の
被
災
３
県
に
お
け
る
津
波
被
災
農
地

の
営
農
可
能
面
積
は
92
％（
１
万
８
１
５
０
㌶
）、漁
業

水
揚
げ
金
額
回
復
率
は
93
％（
７
４
１
億
円
）、製
造
品

出
荷
額
は
、震
災
需
要
の
増
加
も
あ
り
、３
県
と
も
に

１
０
０
％
を
超
え
る
回
復
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、地
震
・
津
波
に
加
え
、東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
い
う
原
子
力
災
害
の
被
害

地
域
と
な
っ
た
福
島
県
で
は
、農
地
の
復
旧
率（
除
染

を
含
め
営
農
再
開
可
能
な
農
地
）は
71
・５
％
、漁
業
産

出
額
回
復
率
は
53・２
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。表
の
被
災

12
市
町
村
の
営
農
状
況
を
見
る
と
、若
年
層
の
帰
村
が

進
ま
な
い
こ
と
や
風
評
の
問
題
か
ら
営
農
可
能
で
あ
っ

て
も
営
農
再
開
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。こ

れ
は
放
射
能
汚
染
に
伴
う
、長
期
間
に
及
ぶ
避
難
、放

射
性
物
質
検
査
の
実
施
、農
作
物
の
作
付
制
限
・
出
荷

自
粛
、試
験
栽
培
・
試
験
操
業
な
ど
、原
子
力
災
害
特
有

の
被
害
を
回
復
す
る
こ
と
の
困
難
性
を
表
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
、福
島
に
地
域
社
会
や
経
済
の
構
造
が
根
底

か
ら
変
わ
っ
て
し
ま
う「
社
会
変
動
」が
起
き
て
し
ま

っ
た
と
い
え
よ
う
。放
射
能
汚
染
に
よ
る「
社
会
変
動
」

を
経
験
し
た
福
島
の
地
域
産
業
に
お
け
る
損
害
は
、三

つ
の
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
る
。

　

第
１
は
、「
フ
ロ
ー
の
損
害
」だ
。こ
れ
は
、作
付
制
限

の
対
象
と
な
っ
た
農
産
物
、出
荷
制
限
と
な
り
生
産
物

が
販
売
で
き
な
か
っ
た
経
済
的
損
失
お
よ
び「
風
評
被

害
」な
ど
を
理
由
と
し
た
取
引
不
成
立
や
価
格
の
下
落

に
よ
る
損
害
で
あ
る
。

　

福
島
県
の
農
業
粗
生
産
額
は
、原
発
事
故
以
前
の

２
０
１
０
年
は
約
２
３
３
０
億
円
あ
っ
た
。事
故
後
の

11
年
は
１
８
５
１
億
円
と
減
少
し
た
が
、18
年
に
は

２
０
７
７
億
円
ま
で
回
復
し
て
い
る
。こ
の
間
の
東
京

電
力
に
よ
る
損
害
賠
償
額
は
約
３
０
３
０
億
円
で
あ
る
。

な
お
、こ
の
金
額
に
は
作
付
制
限
・
出
荷
制
限
に
伴
う

賠
償
の
ほ
か
、農
地
を
利
用
で
き
な
い
期
間
へ
の
賠
償

も
含
ま
れ
る
。

　

第
２
は
、「
ス
ト
ッ
ク
の
損
害
」で
あ
る
。こ
れ
は
、物

的
資
本
、生
産
イ
ン
フ
ラ
の
損
害
で
あ
り
、農
地
の
放

射
能
汚
染
、避
難
に
よ
る
施
設
・
機
械
の
使
用
制
限
な

ど
が
含
ま
れ
る
。13
年
度
よ
り
、東
京
電
力
に
よ
る
財

物
賠
償
が
開
始
さ
れ
た
が
、減
価
償
却
が
終
了
し
た
農

機
具
な
ど
は
一
括
賠
償
の
対
象
と
な
り
、再
購
入
価
格

に
は
程
遠
い
賠
償
額
が
査
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問

原
子
力
災
害
に
も
が
き
続
け
る
福
島
の
農
業

東
日
本
大
震
災
は
広
く
東
日
本
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
が
、東
電
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の

被
害
が
加
わ
っ
た
福
島
県
の
農
業
は
、震
災
か
ら
10
年
が
経
っ
た
い
ま
も
、風
評
被
害
に
も
が

き
続
け
て
い
る
。除
染
が
進
み
、避
難
し
た
住
民
に
帰
村
を
促
し
て
い
る
が
、営
農
再
開
と

復
興
ま
で
の
道
の
り
は
遠
い
。

特
集　
検
証
、東
日
本
大
震
災
10
年

こやま りょうた
1974年、東京都生まれ。2002年、北海道大学大学院農学研究科博士課程
修了。同年、博士（農学）。05年より福島大学経済経営学類。19年より現職。
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特集　検証、東日本大震災10年

い
る
。原
子
力
損
害
賠
償
法
で
は
、価
格
下
落
分
の
賠

償（
風
評
）、避
難
に
伴
う
経
済
的
損
失
な
ど
を
個
人
ベ

ー
ス
に
賠
償
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
が
、産
地
、農
村
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
下
落
と
い
っ
た
面
的
な
損
害
に

対
す
る
補
助
、支
援
の
枠
組
み
が
不
明
確
な
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
が
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

軋
轢
や
分
断
を
生
ん
で
い
る
。

　

こ
の
根
本
的
な
原
因
は
、そ
も
そ
も
震
災
、原
発
事

故
に
よ
り
何
が
毀
損
さ
れ
た
の
か
を
明
確
に
区
分
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。出
荷
停
止
分
や
価
格
の

下
落
、移
転
費
用
な
ど「
回
復
可
能
な
損
害
」と
、ブ
ラ

ン
ド
価
値
の
低
下
や
後
継
者
層
の
流
出
な
ど「
不
可
逆

性
の
高
い
損
失
」を
明
確
に
区
分
す
る
た
め
に
も
、「
原

子
力
災
害
の
実
態
調
査
お
よ
び
報
告
」の
作
成
が
急
務

で
あ
る
と
い
え
る
。

　

緊
急
時
の
復
旧
段
階
か
ら
、本
格
的
な
復
興
段
階
に

移
行
す
る
に
当
た
り
、こ
の
よ
う
な
損
害
と
損
失
を
整

理
し
た
上
で
復
興
政
策
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、震
災
か
ら
10
年
も
経
過
し
て
い
る
の
に
、

わ
が
国
で
は
、国
に
よ
る
総
合
的
な
原
子
力
災
害
の
総

括
が
正
式
な
報
告
資
料
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。原
発
事
故
の
原
因
と
責
任
に
関
し
て
は
、国

会
、政
府
、民
間
に
よ
る
事
故
調
査
委
員
会
の
報
告
書

が
出
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、原
子
力
災
害
、放
射
能
汚

染
問
題
に
関
し
て
は
、福
島
県
、復
興
庁
、福
島
県
立
医

大
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
・
テ
ー
マ
で
報
告
を

お
こ
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

旧
ソ
連
、ベ
ラ
ル
ー
シ
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
報
告
で
は
、国
の
機
関
で
あ
る
緊

急
事
態
省
に
よ
る
年
次
報
告
書
、５
年
ご
と
の
報
告
資

料
な
ど
、健
康
、避
難
、食
品
検
査
な
ど
に
関
す
る
総
合

と
し
て
取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
の
が
、事
故
後
は
平
均

で
全
国
平
均
を
２
８
７
円
下
回
る
産
地
と
し
て
定
着
し

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
れ
は
市
場
評
価
が
低

位
に
位
置
付
い
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　

避
難
指
示
区
域
で
は
十
数
年
に
及
び
、地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
構
成
す
る
地
域
資
源
・
社
会
関
係
資
本
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。こ
の
損
失
分
を
ど
の
よ
う
に

測
定
す
る
か
、対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
穴
埋
め
す
る

か
、極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
る
。し
か
し
現
段
階
で
は
、

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
で
も
、ま
っ
た
く
手
つ

か
ず
の
状
況
で
あ
る
。

原
子
力
災
害
の
総
括
と
検
査
体
制

　

今
回
の
原
子
力
災
害
で
は
、ま
ず
賠
償
の
枠
組
み
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
混
乱
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

題
を
抱
え
て
い
る
。

　

重
要
な
の
は
、第
３
の「
社
会
関
係
資
本
の
損
害
」で

あ
る
。こ
れ
ま
で
地
域
で
培
っ
て
き
た
産
地
形
成
に
か

か
わ
る
投
資
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
市
場
評
価
を
高
め

る
た
め
の
生
産
部
会
活
動
、農
村
に
お
け
る
地
域
づ
く

り
の
基
盤
と
な
る
人
的
資
源
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

造
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、文
化
資
本
な
ど
多
種
多
様
な
社

会
関
係
資
本
が
損
害
を
被
り
、地
域
社
会
は
原
発
事
故

と
い
う「
危
機
」の
段
階
か
ら「
変
動
」を
前
提
し
た
構

造
に
変
化
し
た
。

　

図
は
、和
牛（
生
体
枝
肉
）の
価
格
推
移（
東
京
都
中

央
卸
売
市
場
・
月
次
平
均
）を
福
島
県
産
と
全
国
平
均

で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。事
故
後
、全
国
平
均
と
の

価
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。事
故
前
の
福

島
県
産
牛
は
全
国
平
均
と
同
じ
か
若
干
安
め
の
牛
肉

図 和牛（生体枝肉）の価格推移（福島県産と全国平均）

表 原子力災害被災12市町村における営農状況

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
円（税込）/kg

２
０
０
６
年
１
月

２
０
０
６
年
９
月

２
０
０
７
年
５
月

２
０
０
８
年
１
月

２
０
０
８
年
９
月

２
０
０
９
年
５
月

２
０
１
０
年
１
月

２
０
１
０
年
９
月

２
０
１
１
年
５
月

２
０
１
２
年
１
月

２
０
１
２
年
９
月

２
０
１
３
年
５
月

２
０
１
４
年
１
月

２
０
１
４
年
９
月

２
０
１
５
年
５
月

２
０
１
６
年
１
月

２
０
１
６
年
９
月

２
０
１
７
年
５
月

２
０
１
８
年
１
月

２
０
１
８
年
９
月

２
０
１
９
年
５
月

２
０
２
０
年
１
月

全国平均
福島県産

市町村名 避難指示
解除時期

営農面積（2019年度末）（ha,％）
休止面積 再開面積 再開割合

広野町 2012.3.31 269 218 81.0
田村市（都路町） 2014.4.1 893 523 58.6

楢葉町 2015.9.5 585 231 39.5
葛尾村 2016.6.12 398 41 10.3
川内村 2014.10.1 605 366 60.5

南相馬市 2016.7.12 7,289 3,841 52.7
川俣町（山木屋地区） 2017.3.31 375 149 39.7

飯舘村 2017.3.31 2,330 146 6.3
浪江町 2017.3.31 2,034 39 1.9
富岡町 2017.4.1 861 15 1.7
大熊町 一部帰還困難区域 936 0 0
双葉町 一部帰還困難区域 723 0 0
合　計 17,298 5,568 32.2

震災を期に生じた全国平均との価格差が広がり固定化しつつある。

資料：�東北農政局「東日本大震災関連情報（生産関係）令和元年度事業実績報
告書」および福島県『ふくしま復興ステーション』資料を基に筆者作成
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原子力災害にもがき続ける福島の農業

的
な
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、原
子
力
災
害
に
関
す
る
国

際
的
な
総
括
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

ど
の
報
告
書
を
基
に
放
射
能
汚
染
問
題
、原
子
力
災

害
の
10
年
間
の
結
果
を
判
断
し
た
ら
い
い
の
か
が
わ
か

り
づ
ら
く
、そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
増
長
さ
せ
る

一
因
と
な
っ
て
い
る
。

放
射
能
汚
染
と
食
と
農
の
再
生

　

以
前
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
た
放
射
能
汚
染
対
策
、放

射
性
物
質
検
査
体
制
の
転
換
が
、原
子
力
災
害
発
災
後

10
年
を
機
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。10
年
間
の「
風
評
被

害
」の
状
況
、お
よ
び
流
通
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
た

新
た
な
検
査
制
度
、産
業
振
興
政
策
の
構
築
と
そ
れ
に

基
づ
く
産
地
形
成
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

筆
者
は
、事
故
直
後
の
２
０
１
１
年
５
月
か
ら
、福

島
大
学
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
）を
中
心
と
す
る
関
係
研
究
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、原
子
力
災
害
の
損
害
構
造
の
解
明
、食
料
・
農

業
生
産
の
再
生
に
向
け
た
試
験
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。

　

当
時
は
、Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
農
業
復
興
支
援
担
当
と
し
て
、

農
地
放
射
性
物
質
分
布
マ
ッ
プ
の
作
成
、作
付
制
限
地

域
に
お
け
る
試
験
栽
培
の
実
施
と
作
物
へ
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
移
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、吸
収
抑
制
対
策
の

効
果
の
検
証
を
組
織
的
に
推
進
し
て
き
た
。

　

放
射
能
汚
染
地
域
に
お
け
る
食
と
農
の
再
生
に
は
、

自
然
の
物
質
循
環
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の

分
析
と
、農
地
・
営
農
環
境
・
作
付
作
物
ご
と
の
移
行
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
把
握
が
必
要
で
あ
る
。成
果
の
一
部
は
日

本
学
術
会
議
の
提
言
と
し
て
発
表
し
、そ
の
う
え
で
作

物
ご
と
の
リ
ス
ク
評
価
、リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

吸
収
抑
制
対
策
の
実
施
と
検
査
体
制
を
設
計
し
、そ
れ

を
認
証
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

現
在
、課
題
と
な
っ
て
い
る
食
品
と
放
射
能
に
関
す

る「
風
評
被
害
」問
題
は
、一
方
的
に「
安
心
し
て
く
だ

さ
い
」と
情
報
を
押
し
付
け
る
こ
と
で
は
な
く
、消
費

者
が
安
心
で
き
る「
理
由
」と
安
全
を
担
保
す
る「
根
拠
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
し
か
解
決
で
き
な
い
。

　

安
全
の
根
拠
は
、営
農
環
境
に
お
け
る
放
射
能
汚
染

の
実
態
、植
物
体
へ
の
移
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
把
握
と
そ

れ
に
合
わ
せ
た
吸
収
抑
制
対
策
の
実
施
、リ
ス
ク
に
応

じ
た
検
査
体
制
の
確
立
と
認
証
制
度
、の
三
点
を
基
に

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、放
射
能
汚
染
対
策
と

検
査
体
制
の
体
系
化
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　

原
発
事
故
後
、10
年
間
、福
島
県
産
農
産
物
に
関
し

て
、米
は
毎
年
約
35
万
㌧
、１
０
０
０
万
袋
を
全
量
検
査

し
、米
以
外
の
果
樹
、野
菜
、畜
産
物
な
ど
は
毎
年
２
万

検
体
を
超
え
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、山
菜
、キ
ノ
コ
な
ど
野
生
物
を
除
い
て
、放

射
性
物
質
の
基
準
値
を
超
え
る
も
の
は
な
く
な
り
、検

出
限
界
を
超
え
る
も
の
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
農
地
の
除
染
、カ
リ
ウ
ム
の
施
肥
な
ど
の
吸

収
抑
制
対
策
、移
行
係
数
の
高
い
作
物
か
ら
の
作
付
転

換
、放
射
性
物
質
の
検
出
さ
れ
た
農
地
に
お
け
る
作
付

自
粛
な
ど
、福
島
県
が
自
主
的
に
実
施
し
て
き
た
対
策

の
成
果
で
あ
る
。

　

米
は
水
田
を
利
用
す
る
作
物
で
あ
り
、事
故
初
年
度

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
の
影
響
を
受
け
、作
物
中
の
放
射

性
物
質
濃
度
の
分
散
が
大
き
か
っ
た
こ
と
と
、そ
の
要

因
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、全
農
地
、全

農
家
、全
玄
米
を
検
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

事
故
当
時
の
農
業
用
水
の
影
響
や
土
壌
中
カ
リ
ウ

ム
の
欠
乏
が
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
す
こ
と
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
試
験
研
究
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
、作
付
制
限
、

農
地
の
除
染
、カ
リ
ウ
ム
散
布
に
よ
る
吸
収
抑
制
策
な

ど
生
産
面
で
の
対
策
が
強
化
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、栽
培

レ
ベ
ル
で
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、福
島
県
産
米
は「
入
口
」の
段
階
で
安
全
性

を
担
保
し
、流
通
経
路
に
の
る「
出
口
」段
階
で
さ
ら
に

全
量
全
袋
検
査
を
し
、安
全
と
安
心
を
担
保
す
る
２
段

階
の
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

消
費
者
、流
通
業
者
と
し
て
は
、米
に
放
射
性
物
質

で
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
安
全
性
の
担
保
を
求
め

て
お
り
、そ
れ
は「
入
口
」で
確
実
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。そ
の
実
効
性
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
で
確
認

す
る
の
が
安
全
性
確
保
の
考
え
方
で
あ
る
。「
入
口
」に

お
け
る
生
産
段
階
で
の
対
策
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た

当
時
、や
む
な
く「
出
口
」に
お
い
て
全
量
全
袋
検
査
を

実
施
し
、検
査
も
れ
を
防
ぐ
対
策
を
施
し
て
き
た
。

　

生
産
面
に
お
け
る
放
射
能
汚
染
対
策
が
実
施
さ
れ

て
い
る
現
在
、流
通
段
階
に
お
け
る
全
量
全
袋
と
い
う

検
査
方
式
を
見
直
す
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

　

問
題
は
、生
産
面
で
の
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
の
流
通
業
者
、消
費
者
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。周
知
の
た
め
の
期
間
の
確
保
と
啓
発

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

原
子
力
災
害
か
ら
の
完
全
復
興

　

原
発
事
故
、原
子
力
災
害
、放
射
能
汚
染
問
題
を
受

け
て
、福
島
県
で
は
、こ
の
10
年
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。そ
の
過
程
を
整
理
す
る
と
五

つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。

　

第
１
段
階
は
、「
原
発
事
故
と
避
難
・
防
護
」で
あ
る
。

事
故
直
後
、放
射
能
汚
染
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
初
期
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段
階
の
避
難
が
必
要
で
あ
っ
た（
予
防
原
則
）。

　

第
２
段
階
は
、「
放
射
能
測
定
と
汚
染
対
策
」で
あ
る
。

放
射
性
物
質
が
広
範
囲
に
拡
散
し
た
場
合
、ま
ず
は
放

射
能
飛
散
状
況
を
確
認
し
、ど
の
地
域
に
ど
の
程
度
放

射
性
物
質
が
降
下
し
た
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
３
段
階
は
、「
損
害
調
査
と
賠
償
」で
あ
る
。こ
れ

は
、原
子
力
災
害
に
よ
る
損
害
状
況
を
調
査
し
、そ
れ

に
も
と
づ
く
賠
償
方
式
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。現

在
の
賠
償
方
式
は
政
府
の
示
し
た
賠
償
指
針
に
基
づ
き

「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
」の
も
と
、事
故
当
事

者
の
東
京
電
力
が
個
別
に
賠
償（
補
償
）す
る
と
い
う

枠
組
み
で
あ
る
。裁
判
以
外
に
も
Ａ
Ｄ
Ｒ（
裁
判
外
紛

争
解
決
手
続
）と
い
う
手
段
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、こ
の
考
え
方
で
は
、ま
ず
賠
償
の
枠
組
み

が
あ
り
、そ
の
枠
組
み
の
下
で
損
害
を
認
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
。つ
ま
り
、賠
償
範
囲
外
の
損
害
は
無
視
さ
れ

て
し
ま
う
。こ
の
枠
組
み
の
も
と
で
は
そ
も
そ
も
原
発

事
故
に
よ
り
何
が
毀
損
さ
れ
た
の
か
、原
子
力
災
害
の

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
４
段
階
は「
食
の
安
全
性
の
確
保
と
風
評
被
害
対

策
」だ
。風
評
対
策
は
、検
査
態
勢
の
体
系
化
に
伴
い
、

食
の
安
全
性
の
確
保
が
で
き
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。

汚
染
状
況
が
不
明
の
ま
ま
安
全
宣
言
を
出
し
た
原
発

事
故
初
年
度
と
は
、状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、第
５
段
階
と
し
て「
営
農
再
開
・
帰
村
と
復

興
」が
可
能
と
な
る
。段
階
的
な
避
難
区
域
再
編
に
伴
い
、

避
難
地
域
で
は
汚
染
度
低
い
地
域
か
ら
段
階
的
に
帰
村

が
始
ま
っ
て
い
る
。し
か
し
住
宅
の
ま
わ
り
だ
け
除
染

し
居
住
空
間
の
線
量
率
だ
け
を
下
げ
て
も
、そ
れ
だ
け

で
は
帰
村
後
の
生
活
は
元
に
戻
ら
な
い
。周
辺
の
山
林

や
里
山
が
利
用
可
能
か
、農
業
を
再
開
し
自
給
す
る
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

帰
村
の
判
断
を
保
留
し
て
い
る
避
難
者
は
先
行
し
て

帰
村
し
た
人
た
ち
の
現
状
を
詳
し
く
見
て
い
る
。農
村

の
生
活
の
サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
た
復
興
政
策
が
必
要
で

あ
る
。こ
の
意
味
に
お
い
て
、地
産
地
消
に
お
け
る
安

全
性
の
確
保
、地
域
で
の
食
と
農
の
再
生
が
復
興
の
カ

ギ
に
な
る
と
い
え
る
。

帰
村
を
促
す
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル

　

震
災
、原
発
事
故
か
ら
６
年
が
経
過
し
た
２
０
１
７

年
時
点
に
は
、避
難
地
域
の
解
除
が
進
ん
だ
。葛
尾
村

は
16
年
６
月
に
、17
年
３
月
に
は
川
俣
町
、浪
江
町
、飯

舘
村
の
一
部
、４
月
に
は
富
岡
町
が
避
難
指
示
解
除
と

な
っ
た
。し
か
し
、避
難
区
域
に
お
け
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
見
る
と
、高
齢
層
は
あ
る
程
度
帰
村
す

る
が
、若
年
層
、勤
労
世
代
は
ほ
と
ん
ど
帰
ら
な
い
。解

除
当
時
、地
域
全
体
の
帰
村
率
は
８・６
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。こ
こ
に
は
、二
つ
の
問
題
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、原
発
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
が
長
期
間
に

わ
た
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。避
難
が
長
期
間
と
な
り
、

避
難
先
で
生
活
を
再
建
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
帰
村
の

判
断
が
複
雑
と
な
る
。

　

原
子
力
災
害
は
、二
次
的
な
問
題
と
し
て
避
難
が
長

期
化
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
念
頭
に
お
く
必
要
が

あ
る
。避
難
か
ら
６
年
を
経
て
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

た
当
時
、長
期
間
避
難
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
避
難

解
除
後
の
設
計
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。11
年
の
避
難

当
時
70
歳
で
、21
年
の
時
点
で
80
歳
の
高
齢
者
の
場
合
、

人
生
の
最
後
に
故
郷
に
戻
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
だ
。

70
歳
を
過
ぎ
、10
年
間
知
ら
な
い
土
地
で
過
ご
し
た
が
、

「
つ
い
の
住
家
」に
帰
り
た
い
と
い
う
想
い
で
あ
る
。

　

一
方
、若
い
子
育
て
世
代
で
あ
れ
ば
、長
期
間
の
避

難
の
な
か
で
子
ど
も
の
就
学
の
サ
イ
ク
ル
の
問
題
に
突

き
当
た
る
。11
年
の
避
難
時
に
子
ど
も
が
小
学
校
４
年

生
だ
っ
た
と
す
る
。21
年
度
で
は
も
う
大
学
２
年
生
で

あ
る
。多
感
な
小
・
中
学
校
、高
校
時
代
を
新
た
な
避
難

先
で
過
ご
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、新
し
い
人
間
関
係
を

構
築
し
て
い
る
。た
だ「
故
郷
が
大
事
だ
」と
い
う
だ
け

は
、帰
村
を
促
す
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、生な

り

業わ
い

再
生
の
問
題
で
あ
る
。10

年
間
、遺
棄
さ
れ
放
置
さ
れ
た
土
地
に
戻
っ
た
と
き
に
、

何
を
生
業
と
す
る
の
か
。地
域
で
の
生
業
と
い
う
点

で
は
、そ
の
地
に
立
脚
し
た
第
一
次
産
業
は
重
要
な
産

業
で
あ
る
。し
か
し
、農
林
水
産
業
こ
そ
が
原
子
力
災

害
の
最
大
の
被
害
産
業
で
あ
る
。帰
村
し
た
と
こ
ろ
で
、

た
と
え
自
給
目
的
で
あ
っ
て
も
農
林
漁
業
を
営
む
こ
と

が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、村
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

震
災
か
ら
10
年
。こ
れ
か
ら
が
真
の
復
興
へ
の
ま
さ

に
正
念
場
で
あ
る
。�

新設された福島大学食農学類の若者達も参加し被災
地の稲作が再開された（福島市松川町2019年10月）
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債
務
超
過
か
ら
の
再
出
発

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、被
災

地
域
の
農
業
に
未
曽
有
の
打
撃
を
与
え
た
。被
災
を

機
に
廃
業
し
た
経
営
者
も
少
な
く
な
い
。し
か
し
、巨

大
な
津
波
に
す
べ
て
を
流
さ
れ
、風
評
被
害
に
直
面
し

な
が
ら
も
、被
災
前
か
ら
抱
え
て
い
た
課
題
を
解
決
し
、

野
心
的
に
目
標
を
達
成
し
た
農
業
経
営
者
が
い
る
。

　

仙
台
市
若
林
区
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
舞
台
フ

ァ
ー
ム
社
長
の
針
生
信
夫
氏
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら

９
年
経
過
し
た
20
年
半
ば
、会
社
は
大
き
な
転
機
を
迎

え
た
と
考
え
て
い
る
。震
災
が
も
た
ら
し
た
負
の
遺
産

を
ほ
ぼ
一
掃
し
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
す
準
備
が

整
っ
た
か
ら
だ
。21
年
、総
額
30
億
円
を
超
す
大
型
植

物
工
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
す
。震
災
を
き
っ
か

け
に
め
ざ
そ
う
と
決
め
た
、日
本
一
の
農
業
会
社
に
向

け
た
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　

３
月
11
日
、仙
台
市
の
沿
岸
部
に
押
し
寄
せ
た
津
波

は
、近
く
を
通
る
高
速
道
路
で
さ
え
ぎ
ら
れ
、本
社
ビ

ル
や
野
菜
の
加
工
場
な
ど
主
力
施
設
へ
の
大
き
な
被
害

は
免
れ
た
。震
災
直
後
に
駆
け
つ
け
た
社
員
ら
は
、周

辺
の
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
や
、倉
庫
に
あ
っ
た
加
工

食
品
を
配
る
な
ど
、支
援
活
動
に
追
わ
れ
た
。

　

だ
が
、会
社
が
備
蓄
し
て
い
た
米
の
多
く
が
流
さ
れ
、

水
田
や
畑
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、圃
場
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
。押
し
寄
せ
た
大
量
の
海
水
が
も
た
ら
し

た
塩
害
で
、作
物
の
栽
培
は
不
可
能
だ
っ
た
。影
響
が

長
期
に
わ
た
る
こ
と
を
、針
生
氏
は
覚
悟
し
た
。

　

３
０
０
年
続
く
農
家
の
15
代
目
と
し
て
就
農
し
、「
日

本
一
の
農
家
に
し
た
い
」と
い
う
夢
を
抱
い
て
、針
生

氏
は
規
模
拡
大
の
道
を
走
り
続
け
て
き
た
。１
９
８
０

年
代
末
に
は
地
元
ス
ー
パ
ー
と
の
直
接
取
引
を
開
始
し
、

業
務
用
野
菜
の
卸
業
に
進
出
し
た
。２
０
０
５
年
に
は
、

そ
の
後
の
経
営
の
主
力
に
な
る
業
務
用
カ
ッ
ト
野
菜
事

業
を
始
め
、13
年
に
は
生
食
用
カ
ッ
ト
野
菜
事
業
を
開

始
。３
６
５
日
年
中
無
休
で
、カ
ッ
ト
野
菜
サ
ラ
ダ
を
大

手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
の
東
北
地
区
約
１
４
０
０
店
舗

に
納
品
す
る
。売
り
上
げ
も
年
々
拡
大
し
た
。

　

農
家
と
し
て
順
調
に
規
模
の
拡
大
を
進
め
て
い
た
舞

台
フ
ァ
ー
ム
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
の
が
震
災
だ
っ

た
。直
接
の
農
業
生
産
分
野
へ
の
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、

主
要
取
引
先
向
け
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
、売
り
上
げ
は

激
減
し
た
。さ
ら
に
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
も
足
を
引
っ
張
り
、会
社

は
４
億
円
を
超
え
る
債
務
超
過
に
陥
っ
た
。

新
た
な
手
法
で
競
争
力
強
化

　

針
生
氏
は
振
り
返
る
。「
震
災
前
か
ら
、農
家
と
し
て

元
の
経
営
を
超
え
て
、新
生
を
果
た
す

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
打
撃
を
受
け
た
農
業
者
の
な
か
で
、以
前
の
経
営
に
復
旧
す
る

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、よ
り
高
い
経
営
目
標
を
掲
げ
て
奮
闘
し
、地
域
農
業
を
け
ん
引
し
た

意
欲
的
な
経
営
者
が
い
る
。宮
城
県
の
農
業
法
人
株
式
会
社
舞
台
フ
ァ
ー
ム
と
、岩
手
県
の

鶏
肉
生
産
加
工
業
株
式
会
社
ア
マ
タ
ケ
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
。

特
集　
検
証
、東
日
本
大
震
災
10
年

やまだ まさる
1955年東京都生まれ。東京農工大学連合大学院修了。農
学博士。日本農業新聞記者を経てフリーランスの農業ジャ
ーナリストに。日本農業新聞や週刊東洋経済、ニュースソ
クラなどに執筆。著書に『亡国の密約』（共著、新潮社）、『農
業問題の起草とは何か』（共著、ミネルヴァ書房）など。

農業ジャーナリスト

山田 優 YAMADA Masaru
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特集　検証、東日本大震災10年

大
き
く
な
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
は
感
じ
て
い

た
。稲
作
は
30
㌶
を
超
え
る
と
生
産
費
は
下
が
り
に
く

い
。作
期
を
分
散
し
て
作
業
効
率
を
上
げ
よ
う
と
し
て

も
、同
じ
地
域
で
経
営
す
る
限
り
無
理
だ
。こ
の
先
も

成
長
す
る
た
め
に
は
、生
産
か
ら
加
工
、販
売
す
べ
て

に
一
貫
し
て
取
り
組
む
農
業
会
社
へ
の
脱
皮
が
必
要
な

こ
と
は
、肌
感
覚
で
わ
か
っ
て
い
た
。結
果
と
し
て
震
災

を
一
つ
の
契
機
に
、思
い
切
っ
て
か
じ
を
切
っ
た
」

　

同
じ
よ
う
な
危
機
に
直
面
す
る
地
域
の
若
手
農
家

と
一
緒
に
前
を
向
こ
う
と
、針
生
氏
は
未
来
農
業
研
究

会
を
組
織
し
た
。過
去
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、塩
害
対
策

や
土
壌
改
良
、さ
ら
に
太
陽
光
発
電
な
ど
、新
し
い
技

術
を
語
り
合
っ
た
。そ
こ
で
得
た
着
想
が
、舞
台
フ
ァ

ー
ム
の
伸
び
し
ろ
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

震
災
後
、針
生
氏
は
農
業
界
だ
け
で
は
な
く
、商
工

界
と
の
結
び
付
き
を
強
め
る
こ
と
で
事
態
の
打
開
を
図

ろ
う
と
し
た
。大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
や
、地
元
の
経
済
団
体
な
ど
を
通
じ
た
企
業
経
営
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、会
社
の
復
興
を
後
押
し
し
て

く
れ
た
。緻
密
な
原
価
計
算
に
基
づ
い
た
戦
略
づ
く
り
。

最
適
な
作
業
工
程
を
採
用
し
た
労
働
生
産
性
の
引
き

上
げ
。こ
れ
ま
で
の
農
業
で
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
れ

ら
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、舞
台
フ
ァ
ー
ム
の

競
争
力
は
大
き
く
向
上
し
た
。

　

商
工
界
と
の
連
携
の
な
か
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た

し
た
の
が
、仙
台
市
に
本
社
を
置
く
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ

マ
株
式
会
社
と
の
出
会
い
だ
。同
社
は
電
化
製
品
や
生

活
用
品
の
販
売
で
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
６
９
０
０
億
円

を
売
り
上
げ
る
大
手
企
業
だ
。そ
れ
ま
で
直
接
の
か
か

わ
り
は
な
か
っ
た
が
、針
生
氏
は
２
０
１
３
年
１
月
、社

長（
当
時
）の
大
山
健
太
郎
氏
を
訪
ね
、復
興
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
に
熱
弁
を
振
る
っ
た
。「
年
間
10
万
㌧
の
精
米
能

力
を
持
つ
１
０
０
億
円
規
模
の
工
場
を
建
て
た
い
。協

力
し
て
ほ
し
い
」

　

大
山
氏
は
少
し
考
え
た
後
に
提
案
を
快
諾
し
て
く

れ
た
。14
年
７
月
、ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
が
51
％
、舞
台

フ
ァ
ー
ム
が
49
％
を
出
資
し
た
舞
台
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
低
温
精
米
工
場
が
動
き
出
す
。「
ア

イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
と
の
連
携
を
抜
き
に
、資
金
調
達
は

難
し
か
っ
た
」と
針
生
氏
は
振
り
返
る
。

　

舞
台
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、保
管
、精
米
、包

装
を
す
べ
て
低
温
で
お
こ
な
う
日
本
初
の
製
法
を
採
用

し
た
。20
年
か
ら
の
巣
ご
も
り
需
要
の
追
い
風
を
受
け

た
無
菌
包
装
米
飯
は
、生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
だ
。

　

舞
台
フ
ァ
ー
ム
は
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
高
が
約

40
億
円
と
な
り
、１
０
０
億
円
を
中
期
目
標
と
し
て
い

る
。10
年
後
に
は
５
０
０
億
円
に
増
や
す
計
画
だ
。そ

し
て
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
体
制
整
備
の
た
め
、舞

台
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
ち
株
を
、す
べ
て
ア

イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
に
売
却
す
る
一
方
、舞
台
フ
ァ
ー
ム

の
株
式
の
20
％
相
当
を
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
に
出
資
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

東
北
の
農
業
復
興
と
と
も
に
成
長

　

大
き
な
挑
戦
と
な
る
の
が
、宮
城
県
美
里
町
に
建
設

中
の
日
本
最
大
級
の
次
世
代
型
植
物
工
場
だ
。人
工
光

に
頼
り
切
る
完
全
閉
鎖
型
植
物
工
場
と
、天
然
光
型
植

物
工
場
の
い
い
と
こ
取
り
を
め
ざ
し
た
。建
屋
は
５
・１

㌶
で
、主
に
レ
タ
ス
を
１
日
当
た
り
４
万
株
生
産
す
る
。

温
室
内
の
通
路
を
な
く
し
、播
種
か
ら
収
穫
ま
で
全
て

自
動
化
す
る
の
が
最
大
の
特
徴
だ
。

　
「
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
安
定
し
た
注
文
が

あ
る
た
め
、販
路
に
は
困
ら
な
い
。近
隣
の
野
菜
農
家

と
協
調
し
、ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
で
工
場
を
運
営

す
る
」と
、針
生
氏
は
自
信
を
見
せ
る
。

　

も
う
一
つ
の
柱
が
、福
島
県
沿
岸
地
域
の
農
業
復
興

だ
。同
エ
リ
ア
で
は
、避
難
指
示
の
解
除
に
伴
っ
て
、主

表１ 株式会社舞台ファームの歩み

2003 米・野菜の生産・卸を法人化。翌年、株式会
社舞台ファーム設立

2005 業務用カット野菜事業を開始

2009 本社工場竣工。加熱用カット野菜事業、精米
事業を拡大

2011 東日本大震災。津波で甚大な被害を受け、債
務超過に陥る

2013 大手コンビニチェーン向け生食用カット野
菜事業開始

2014 アイリスオーヤマ株式会社と提携、舞台ア
グリイノベーション亘理精米工場竣工

2019 福島舞台ファーム株式会社を設立、浪江町
で営農再開（32㌶）

無菌状態の生産ラインを有する舞台ファーム本社工場
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元の経営を超えて、新生を果たす

食
用
米
の
生
産
が
始
ま
っ
て
い
る
。舞
台
フ
ァ
ー
ム
は

南
相
馬
市
、浪
江
町
、双
葉
町
で
農
家
や
自
治
体
と
連

携
協
定
を
結
び
、農
業
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

営
農
を
再
開
す
る
う
え
で
機
械
化
は
欠
か
せ
な
い
。

米
栽
培
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
大
型
農
機
の
共
同
利
用

と
あ
わ
せ
、収
穫
後
の
調
製
が
大
切
だ
。同
社
は
浪
江

町
に
最
新
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
を
提
言

し
、町
に
て
決
定
さ
れ
た
。２
０
２
１
年
度
に
稼
働
予
定

で
、３
０
０
㌶
分
の
米
を
受
け
入
れ
、将
来
は
４
５
０
㌶

分
ま
で
拡
大
す
る
。す
で
に
数
年
前
か
ら
地
元
の
営
農

組
織
な
ど
と
協
力
し
て
き
た
。カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
稼
働
を
契
機
に
生
産
量
を
増
や
し
、地
域
の
復

興
を
加
速
さ
せ
る
計
画
だ
。

　
「
東
北
農
業
の
復
興
を
手
助
け
し
、舞
台
フ
ァ
ー
ム
は

農
業
会
社
と
し
て
成
長
を
め
ざ
す
。私
た
ち
だ
け
で
は

目
標
は
達
成
で
き
な
い
」と
針
生
氏
は
語
る
。

ヘ
ド
ロ
に
埋
ま
っ
た
食
鳥
工
場

　
「
南
部
ど
り
」な
ど
銘
柄
鶏
の
生
産
、加
工
業
で

あ
る
株
式
会
社
ア
マ
タ
ケ
の
社
長
、甘
竹
秀
企
氏
は
、

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
当
時
、

営
業
拠
点
で
あ
る
東
京
本
社
に
出
張
中
だ
っ
た
。大
地

震
に
驚
き
、岩
手
県
大
船
渡
市
の
本
社
工
場
が
大
き

な
被
害
を
受
け
た
と
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
が
、現
地
に

た
ど
り
着
け
た
の
は
、地
震
発
生
か
ら
３
日
後
だ
っ
た
。

東
京
か
ら
飛
行
機
で
秋
田
へ
飛
び
、そ
こ
か
ら
タ
ク
シ

ー
や
迎
え
の
車
を
乗
り
継
い
だ
。

　

盛
岡
か
ら
被
災
地
に
向
か
う
途
中
の
景
色
は
以
前

と
変
わ
ら
ず
、道
も
混
ん
で
い
な
い
。と
こ
ろ
が
、海
が

近
づ
く
と
、目
に
入
る
眺
め
は
一
変
し
た
。街
並
み
は

津
波
に
の
み
込
ま
れ
、通
り
に
は
車
が
横
転
し
て
い
た
。

動
い
て
い
る
の
は
自
衛
隊
の
車
だ
け
だ
っ
た
。

　
「
大
船
渡
の
食
鳥
処
理
工
場
に
着
く
と
、建
物
の
構

造
は
残
っ
て
い
た
も
の
の
、流
さ
れ
た
大
型
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
が
突
っ
込
ん
で
い
た
。加
工
設
備
が
あ
っ
た
１

階
は
全
部
、ヘ
ド
ロ
に
埋
ま
り
真
っ
黒
。涙
が
出
た
。正

直
言
っ
て
、最
初
は『
あ
あ
、会
社
は
も
う
ダ
メ
だ
な
。

こ
れ
か
ら
先
、ど
う
し
よ
う
』と
い
う
思
い
だ
っ
た
」

　

し
か
し
、目
を
凝
ら
す
と
工
場
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、

雪
の
降
る
な
か
で
ヘ
ド
ロ
に
ま
み
れ
た
機
械
を
素
手
で

分
解
し
、冷
た
い
水
で
一
生
懸
命
洗
っ
て
い
た
。食
鳥
加

工
の
機
械
の
多
く
は
欧
州
か
ら
の
輸
入
品
で
、簡
単
に

手
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、失
え
ば
会
社
の
再
建
は
厳

し
く
な
る
。た
だ
、ふ
だ
ん
か
ら
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
整
備

を
し
て
い
た
た
め
、修
理
は
お
手
の
も
の
だ
っ
た
。

　
「
社
長
、発
電
機
と
き
れ
い
な
水
が
あ
れ
ば
、ま
だ
ま

だ
使
え
ま
す
よ
」。社
員
た
ち
は
あ
き
ら
め
て
い
な
か
っ

た
。そ
の
姿
に
励
ま
さ
れ
、甘
竹
氏
は
事
業
を
必
ず
再

建
さ
せ
る
と
、そ
の
場
で
決
意
し
た
。

　

14
日
の
夕
方
、仮
設
事
務
所
に
集
ま
っ
た
役
員
を
前

に
、こ
う
宣
言
し
た
。「
７
月
１
日
に
は
工
場
を
再
稼
働

さ
せ
た
い
。そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
作
業
を
始
め
て
ほ
し

い
」。津
波
か
ら
ま
だ
３
日
。電
力
や
水
の
復
旧
も
見

通
せ
な
い
。東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
、

深
刻
な
事
故
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、甘
竹
氏
は
３
カ
月
半
で
工
場
を
再

開
す
る
計
画
を
強
引
に
推
し
進
め
た
。短
期
再
稼
働
は
、

「
こ
の
先
、ど
う
な
る
の
か
」と
不
安
を
抱
え
る
社
員
を

鼓
舞
す
る
た
め
で
あ
る
の
と
同
時
に
、冷
静
な
計
算
も

あ
っ
た
。

　

ア
マ
タ
ケ
は
、１
９
８
６
年
か
ら
銘
柄
鶏
の「
南
部
ど

り
」を
発
売
。現
在
販
売
す
る
鶏
肉
の
す
べ
て
が「
南
部

ど
り
」だ
。独
自
の
種
鶏
か
ら
ひ
な
を
自
社
生
産
す
る
。

飼
料
を
工
夫
し
、鶏
の
生
態
に
配
慮
し
た
飼
育
方
法
を

採
用
し
て
い
る
。抗
菌
剤
を
一
切
使
わ
な
い
な
ど
、先
進

的
な
鶏
肉
生
産
を
進
め
て
き
た
。

　

市
中
相
場
に
左
右
さ
れ
な
い
一
定
の
販
売
価
格
を
維

持
で
き
る
の
は
、「
南
部
ど
り
」と
い
う
特
徴
あ
る
商
品

に
特
化
し
て
い
る
か
ら
だ
。こ
の
た
め
食
肉
問
屋
を
介

さ
ず
、ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小
売
店
に
直
販
す
る
ス
タ
イ

ル
を
貫
い
て
き
た
。手
間
は
か
か
る
が
、売
り
場
と
直

接
つ
な
が
る
た
め
、消
費
者
や
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー

が
何
を
求
め
て
い
る
か
が
は
っ
き
り
わ
か
る
利
点
が
あ

る
。

　

ど
ん
な
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
、商
品
が
店
頭
に
半
年

間
並
ば
な
け
れ
ば
、売
り
場
の
ス
ペ
ー
ス
は
他
社
の
商

品
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
。甘
竹
氏
に
と
っ
て
７

月
１
日
の
工
場
再
開
は
、企
業
と
し
て
復
興
す
る
た
め

に
絶
対
に
譲
れ
な
い
一
線
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
当
時
、甘
竹
氏
が
心
に
秘
め
て
い
た
の
は
、

単
な
る
復
旧
で
は
な
く
、再
生
し
た
う
え
で
、ま
っ
た

く
新
し
い
会
社
へ
の
新
生
を
め
ざ
す
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
失
い
、い
っ
た
ん
経
営
を
あ
き

ら
め
か
け
た
が
、も
う
一
度
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
め
た

以
上
、未
来
に
対
応
で
き
る
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
」

　

人
口
減
少
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
が
押
し
寄
せ
る
。

品
質
を
高
め
な
が
ら
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
。他
の
役
員
や
工
場
長
な
ど
幹
部
と
議
論
を

重
ね
な
が
ら
、予
定
通
り
７
月
１
日
に
、主
力
の
大
船

渡
工
場
の
再
稼
働
に
こ
ぎ
着
け
た
。震
災
復
興
対
策
に

よ
る
迅
速
な
助
成
や
融
資
も
役
立
っ
た
。

　

省
エ
ネ
型
の
冷
凍
機
を
新
設
、工
場
内
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
見
直
し
、食
鳥
処
理
機
能
と
加
工
品
生
産
機
能
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を
大
船
渡
工
場
に
集
約
し
た
。地
熱
の
利
用
も
始
め
た
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
効
率
が
上
が
り
、品
質
も
改
善
し
、賞

味
期
限
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。８
月
半
ば
に
は
、処

理
羽
数
を
１
日
当
た
り
１
万
５
０
０
０
羽
ペ
ー
ス
に
ま

で
回
復
さ
せ
た
。し
か
し
、「
無
理
な
数
量
拡
大
は
し
な

い
」と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、震
災
前
の
２
万
５
０
０
０

羽
か
ら
４
割
減
ら
し
た
。

社
員
と
一
枚
岩
の
事
業
新
生

　

生
産
面
で
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
態
勢
が
整
っ
た
が
、

難
題
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。「
Ｖ
字
回
復
の
計
画
だ
っ
た

が
、東
電
事
故
の
風
評
被
害
で
注
文
が
激
減
。処
理
し

た
鶏
の
４
割
し
か
売
れ
ず
冷
凍
在
庫
が
積
み
上
が
り
、

会
社
が
潰
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
頭
か
ら

離
れ
な
か
っ
た
」

　

そ
こ
で
、放
射
性
物
質
の
検
査
機
で
毎
日
す
べ
て
の

商
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、正
確
な
数
値
を
会
社
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
公
開
し
た
。取
引
先
の
ス
ー
パ
ー
に
も
繰
り

返
し
製
品
の
安
全
性
を
訴
え
た
。地
道
な
活
動
が
実
り
、

潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
、震
災
か
ら
２
年
経
っ
た
13
年

の
春
頃
だ
っ
た
。

　

厳
し
い
販
売
環
境
の
な
か
で
、思
わ
ぬ
朗
報
も
あ
っ

た
。加
工
品
の
売
れ
行
き
が
急
速
に
伸
び
始
め
た
の
だ
。

と
く
に
01
年
に
発
売
し
た「
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
」は
予
想

を
上
回
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。も
も
肉
に
比
べ
売
れ

行
き
が
鈍
い
む
ね
肉
の
活
用
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
商
品

だ
っ
た
が
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
変
え
た
り
、皮
な
し
肉
に
変

更
し
た
り
と
い
っ
た
工
夫
に
よ
り
、着
実
に
販
売
が
伸

び
た
。背
景
に
は
、「
炭
水
化
物
を
減
ら
し
て
た
ん
ぱ
く

質
を
取
ろ
う
」と
い
う
消
費
者
の
健
康
意
識
の
変
化
が

あ
っ
た
。大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
も
同
様
の
商
品
を

発
売
し
、市
場
が
爆
発
的
に
伸
び
た
。

　

同
社
の
業
績
は
好
調
だ
。数
々
の
難
関
を
乗
り
越
え

ら
れ
た
の
は
、最
悪
の
事
態
を
前
に
黙
々
と
復
興
に
ま

い
進
し
た
社
員
の
貢
献
が
大
き
い
と
甘
竹
氏
は
考
え
、

待
遇
改
善
を
図
る
。完
全
週
休
２
日
制
を
導
入
し
、年

間
労
働
日
数
は
震
災
前
よ
り
２
週
間
短
く
な
っ
た
。甘

竹
社
長
は
言
う
。

　
「
復
活
で
は
な
く
、生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
事

実
を
、役
員
や
生
産
・
営
業
に
携
わ
る
社
員
み
ん
な
で

共
有
し
て
い
る
と
思
う
。た
だ
、10
年
、20
年
先
を
考
え

る
と
、人
手
不
足
が
深
刻
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。雇
用
を
守
り
つ
つ
、一
方
で
飼
育
や
加
工
処
理
な
ど

の
効
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。ア
マ

タ
ケ
に
は
、も
う
一
度
思
い
き
っ
た
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」

◇

　

宮
城
県
の
舞
台
フ
ァ
ー
ム
と
岩
手
県
の
ア
マ
タ
ケ
。

農
業
の
ス
タ
イ
ル
は
異
な
る
が
、東
日
本
大
震
災
か
ら

復
興
す
る
道
の
り
に
は
共
通
点
が
あ
る
。巨
大
津
波
で

大
打
撃
を
受
け
、未
曽
有
の
危
機
の
な
か
、被
災
前
か

ら
抱
え
て
い
た
課
題
を
乗
り
越
え
て
野
心
的
な
目
標

を
定
め
、社
員
と
共
に
奮
闘
し
た
経
営
者
の
粘
り
強
さ
。

単
に
元
の
経
営
に
戻
る
だ
け
で
な
く
、以
前
よ
り
高
い

目
標
を
掲
げ
、そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
だ
。

　

絶
望
の
淵
か
ら
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、地
域
や
取
引
先
、経
済
界
、行
政
な
ど
か
ら
の

手
厚
い
支
援
の
た
ま
も
の
で
も
あ
る
。針
生
氏
も
甘
竹

氏
も「
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
支
援
が
届

い
た
」と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
東
北
に
は
地
域
農
業
が
欠
か
せ
な

い
」と
い
う
国
民
全
体
の
合
意
が
あ
る
。震
災
か
ら
の

復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
半
面
、目
を
凝
ら
せ
ば

依
然
と
し
て
傷
跡
を
引
き
ず
る
現
実
も
あ
る
。復
旧
・

復
興
を
成
し
遂
げ
た
人
た
ち
、ま
だ
復
興
途
上
の
人
た

ち
、新
し
く
参
入
す
る
人
た
ち
な
ど
を
束
ね
、地
域
ぐ

る
み
で
共
生
を
図
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。�

表２ 株式会社アマタケの歩み

サラダチキンの製造を担うアマタケ多賀城工場

1964 ブロイラー加工販売開始、1970年株式会社
化

1986 ブランド鶏「南部どり」の販売開始

1999 すべての鶏に抗生物質・合成抗菌剤を一切
不使用で育てることに成功

2007 仏ハバード社から原種鶏定期輸入開始。ト
レーサビリティー確立

2011
東日本大震災。岩手本社ならびに大船渡工
場、高田工場、滝の里工場の全工場が被災
大船渡工場の稼働を再開（７月）

2012 レンダリング工場が竣工し、一連の復興投
資完了

2016 多賀城工場（宮城県多賀城市）が竣工

2019 オンラインショップオープン



　
東
日
本
大
震
災
で
10
年
早
く
危
機
が
表

面
化
し
た
と
い
わ
れ
る
東
北
の
漁
業
を
立

て
直
そ
う
と
、立
ち
上
が
っ
た
若
手
漁
師

集
団
。漁
業
の
担
い
手
育
成
と
新
た
な
販

路
開
拓
に
挑
む
。漁
業
を
、格
好
よ
く
稼

げ
る
革
新
的
な「
新
３
Ｋ
」産
業
に
変
え

る
の
が
使
命
。他
業
種
の
人
た
ち
を
含
め
、

日
本
の
水
産
業
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
か

か
わ
る
す
べ
て
の
人
を「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

マ
ン
」と
呼
び
、連
携
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

努
力
が
報
わ
れ
る
漁
業
め
ざ
す

─
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
で
す
。当

時
、阿
部
さ
ん
は
ど
こ
で
な
に
を
し
て
い

ま
し
た
か
。

阿
部　
石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
と
い
う
地

元
の
浜
で
ヒ
ジ
キ
を
煮
て
い
ま
し
た
。３

月
11
日
、突
然
、立
っ
て
い
ら
れ
な
い
大

き
な
揺
れ
が
き
て
、近
く
の
崖
が
崩
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。津
波
が
来
る
と
い
う
の
で

高
台
に
避
難
し
ま
し
た
が
、高
さ
20
㍍
の

建
物
に
か
ぶ
る
大
き
な
津
波
で
し
た
。

　

家
族
は
全
員
、避
難
で
き
ま
し
た
が
、

自
宅
、作
業
場
、船
な
ど
す
べ
て
流
さ
れ

ま
し
た
。私
は
、そ
の
と
き
着
て
い
た
服

と
携
帯
電
話
以
外
の
す
べ
て
を
失
い
ま
し

た
。そ
の
後
は
、避
難
所
生
活
を
経
て
、仮

設
住
宅
で
５
年
間
暮
ら
し
ま
し
た
。

─
漁
師
を
や
め
よ
う
と
は
考
え
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

阿
部
　
正
直
考
え
ま
し
た
。再
開
す
る
と

す
れ
ば
、膨
大
な
借
金
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

私
は
高
校
を
卒
業
し
た
と
き
、漁
師
を

継
ぐ
つ
も
り
で
は
い
ま
し
た
が
、他
の
世

界
も
見
て
お
き
た
い
と
父
親
に
頼
み
、５

年
間
の
約
束
で
都
会
に
出
ま
し
た
。愛
知

県
内
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
や
仙
台
市

の
携
帯
電
話
販
売
会
社
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。石
巻
に
帰
り
、

漁
師
に
な
っ
て
２
年
目
に
震
災
に
遭
っ
た

の
で
す
。か
つ
て
勤
め
た
会
社
の
上
司
が

心
配
し
て
く
れ
て
、「
戻
っ
て
来
い
よ
」と

誘
い
も
受
け
ま
し
た
。

　

迷
い
ま
し
た
が
、父
親
が
漁
師
を
続
け

る
と
い
う
の
で
す
。父
親
一
人
で
は
、大

借
金
を
抱
え
て
苦
労
す
る
こ
と
が
目
に
見

え
て
い
た
の
で
、私
も
漁
師
を
続
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。そ
し
て
、漁
業
を
や
る

か
ら
に
は
、努
力
が
報
わ
れ
る
仕
事
に
変

え
た
い
。そ
う
決
心
し
ま
し
た
。

震
災
を
機
に
仲
間
づ
く
り

─
後
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
を
立
ち
上
げ
る
わ
け
で
す
が
、ど
う
い

う
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

阿
部
　
日
本
の
漁
業
は
課
題
が
山
積
し
て

い
る
と
、震
災
前
か
ら
漠
然
と
考
え
て
い

ま
し
た
。漁
獲
量
は
減
る
一
方
。若
い
担

い
手
が
少
な
い
。漁
師
は
魚
を
獲と

る
だ
け

で
、売
る
こ
と
を
考
え
な
い
。

　

震
災
後
、が
れ
き
の
撤
去
な
ど
に
追
わ

れ
て
一
時
期
、漁
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、近
隣
の
漁
師
仲
間
と
話
す
機
会

が
増
え
ま
し
た
。す
る
と
、み
ん
な
同
じ

危
機
感
や
思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。課

題
が
大
き
く
て
も
、仲
間
と
一
緒
に
取
り

組
め
ば
い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
し
、早

く
解
決
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
と
き
、震
災
復
旧
の
支
援
で
石

巻
市
に
来
て
い
た
ヤ
フ
ー
社
員
の
長
谷
川

琢
也
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
で
す
。２
０
１
２ 

年
の
こ
と
で
し
た
。「
漁
業
を
支
援
し
た

い
」と
い
う
彼
と
話
し
て
意
気
投
合
し
、

食
べ
て
く
れ
る
消
費
者
に
漁
業
と
い
う
仕
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格
好
よ
く
、稼
げ
る
、革
新
的
な
漁
業
に

他
業
種
の
人
た
ち
と
連
携
し
成
果
生
む

阿
部 

勝
太
さ
ん
宮
城
県
石
巻
市

一
般
社
団
法
人
フ
ィッ
シ
ャ
ー
マ
ン・ジ
ャ
パ
ン

代
表
理
事



変革は人にあり
事
を
伝
え
る
こ
と
が
、価
値
に
な
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。漁
業
者
だ
け
の
集
ま
り

で
は
発
想
が
乏
し
く
な
る
。異
業
種
の
人

を
巻
き
込
む
団
体
を
つ
く
る
こ
と
で
、イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
新
機
軸
）が
生
ま
れ
る

と
確
信
し
た
の
で
す
。

─
そ
れ
が「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
」で

す
ね
。

阿
部
　
仲
間
の
漁
師
や
長
谷
川
さ
ん
ら
と
、

こ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が

な
り
た
い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、な
ぜ
漁

業
は
１
０
０
位
以
内
に
入
っ
て
い
な
い

の
だ
ろ
う
。漁
師
と
い
う
仕
事
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
る
た
め
に
、「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ

ン
」と
い
う
新
し
い
職
種
を
創
る
こ
と
に

し
よ
う
、と
。

　

魚
を
獲
り
育
て
る
漁
師
は
も
ち
ろ
ん
、

加
工
す
る
人
、流
通
に
携
わ
る
人
、水
産

物
を
料
理
し
売
る
人
、情
報
を
収
集
し
発

信
す
る
人
、水
産
業
に
か
か
わ
る
多
種
多

様
な
人
す
べ
て
を「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。そ
し
て
、

連
携
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
を
、設
立

10
年
目
の
24
年
ま
で
に
１
０
０
０
人
に
増

や
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

─
い
ま
は
何
人
に
な
り
ま
し
た
か
？

阿
部
　
漁
師
に
な
り
た
い
人
や
、わ
れ
わ

れ
の
活
動
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
も
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
で
す
か
ら
、す
で
に

１
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

漁
業
を「
新
３
Ｋ
」の
産
業
に

─
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、

漁
業
を「
新
３
Ｋ
」の
職
業
に
変
え
る
こ

と
を
使
命
に
し
て
い
ま
す
ね
。

阿
部
　
漁
業
と
い
う
仕
事
は
、き
つ
い
割

に
は
収
入
が
少
な
い
。残
念
な
が
ら
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。そ
れ
を
、格

好
よ
く
、稼
げ
て
、革
新
的
な「
新
３
Ｋ
」

に
変
え
、次
世
代
が
継
ぎ
た
い
と
思
っ
て

く
れ
る
未
来
の
水
産
業
を
創
る
の
が
、私

た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

─
「
き
つ
い
」仕
事
は
、改
善
で
き
て
い

ま
す
か
。

阿
部
　
私
は
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
な
ど
を
養

殖
し
て
い
ま
す
が
、同
じ
浜
の
漁
師
４
人

と「
浜は

ま
ん
と人

」と
い
う
漁
業
生
産
組
合
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。昔
は
、繁
忙
期
に
は
朝

の
３
時
半
か
ら
夜
の
９
時
ま
で
働
く
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、い
ま
は
シ
フ
ト
勤
務

制
度
を
導
入
し
、繁
忙
期
で
も
週
に
１
日

は
休
み
を
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

閑
散
期
は
週
休
２
日
で
す
。

─
「
稼
ぐ
」こ
と
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

阿
部
　
こ
れ
ま
で
漁
師
は
、獲
っ
た
魚
を

港
に
水
揚
げ
す
れ
ば
お
し
ま
い
。漁
師
に

は
価
格
決
定
権
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
も
、魚
が
ど
う
や
っ
て
運
ば
れ
、い

く
ら
で
売
ら
れ
て
い
る
か
も
知
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、ス
ー
パ
ー
の
一
角
に
、獲
っ

た
り
育
て
た
り
し
た
水
産
物
を
売
る
コ
ー

ナ
ー
を
つ
く
る
な
ど
、顔
の
見
え
る
販
売

に
取
り
組
む
こ
と
で
付
加
価
値
を
上
げ
て

い
ま
す
。ま
だ
理
想
通
り
に
は
い
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、手
応
え
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、加
工
分
野
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。「
浜
人
」で
は
、海
藻
の
塩
蔵
や
乾
燥
、

冷
凍
と
い
っ
た
１
次
加
工
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
が
、味
付
け
な
ど
の
２
次
加
工
に

つ
い
て
も
、業
者
と
連
携
し
て
や
っ
て
い

ワカメの収穫作業に忙しい阿部勝太さん＝宮城県石巻市北上町十三浜で
（フィッシャーマン・ジャパン提供）

あ
べ 

し
ょ
う
た

宮
城
県
石
巻
市
生
ま
れ
。35
歳
。高
校
卒
業
後
、

５
年
間
、仙
台
、東
京
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
を
経
験
。ワ
カ
メ
漁
師
の
３
代
目
を
継
い
だ

２
年
目
に
大
震
災
に
遭
遇
。危
機
に
あ
る
水
産

業
を
立
て
直
そ
う
と
、若
手
の
漁
師
と
他
業
種

の
人
た
ち
13
人
で
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
を
設
立
。新
た
な
担
い
手
の
育
成
と
、付

加
価
値
の
つ
く
販
売
先
確
保
に
奔
走
。

一
般
社
団
法
人
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
４
年
、漁
師
の
阿
部
勝
太
氏（
現
代
表

理
事
）と
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
社
員
の
長
谷
川
琢

也
氏（
現
事
務
局
長
）ら
が
呼
び
か
け
人
と
な

り
設
立
。「
格
好
よ
く
、稼
げ
て
、革
新
的
な
新
３

Ｋ
」と
い
う
未
来
の
水
産
業
を
め
ざ
す
若
手
漁

師
集
団
。若
い
担
い
手
の
育
成
と
、水
産
物
の

新
た
な
販
路
開
拓
が
主
な
事
業
。16
年
に
販
売

部
門
を
分
離
し
、株
式
会
社
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
設
立
。
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変革は人にあり
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

担
い
手
の
育
成
と
販
路
開
拓

─
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の

事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
部
　
大
き
く
、二
つ
の
事
業
に
分
け
ら

れ
ま
す
。漁
師
を
育
て
る
担
い
手
育
成
事

業
と
、水
産
物
の
販
売
事
業
で
す
。一
般

社
団
法
人
は
２
０
１
４
年
に
設
立
し
ま
し

た
が
、16
年
に
そ
の
販
売
部
門
を
、株
式

会
社
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
分
社
化
し
ま
し
た
。

　

担
い
手
育
成
事
業
は「
Ｔト

リ

ト

ン

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｎ 

Ｐプ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」と
呼
び
、水
産
業
に

特
化
し
た
求
人
サ
イ
ト
で
漁
師
に
な
り
た

い
若
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。「
ト
リ
ト
ン
」

と
は
海
の
神
の
子
と
い
う
意
味
で
す
。過

去
５
年
間
に
45
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

魚
を
獲
り
た
い
の
か
、カ
キ
な
ど
の
養
殖

を
し
た
い
の
か
希
望
を
聞
き
、「
親
方
」と

な
る
漁
師
さ
ん
の
下
で
修
業
し
て
も
ら
い

ま
す
。そ
の
う
ち
27
人
が
現
在
も
漁
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

応
募
者
の
半
分
は
東
北
以
外
か
ら
で
、

首
都
圏
は
も
ち
ろ
ん
西
は
岡
山
県
か
ら
来

て
い
ま
す
。移
住
し
て
く
る
の
で
、新
人

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
の
住
ま
い
と
し
て
、

浜
に
あ
る
空
き
家
を
改
修
し
た
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。こ
こ
は
彼
ら

と
、地
域
の
人
た
ち
や
同
業
者
た
ち
と
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。自
主
事

業
と
し
て
始
め
ま
し
た
が
、後
に
石
巻
市

が
行
政
と
し
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と

に
な
り
、い
ま
で
は
市
の
事
業
分
を
含
め
、

全
部
で
７
カ
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、１
泊
２
日
で
漁
業
を

体
験
し
て
も
ら
う「
漁
師
学
校
」を
年
に
１
、

２
回
開
い
て
い
ま
す
。い
わ
ば「
海
の
寺

子
屋
」で
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
漁
師
に

な
っ
た
若
者
も
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
元
の
水
産
加
工
会
社
の
組

織
づ
く
り
の
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
経
営
者

に
働
き
か
け
た
り
、新
入
社
員
向
け
に
研

修
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。地
域
の
水
産

加
工
会
社
全
体
の
人
事
部
の
よ
う
な
役
割

を
担
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
京
・
中
野
に
直
営
の
居
酒
屋

─
販
売
部
門
を
担
う
株
式
会
社
は
、ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

阿
部
　
港
に
水
揚
げ
し
た
ら
お
し
ま
い
と

い
う
売
り
方
で
は
な
く
、自
分
た
ち
が
育

て
た
水
産
物
の
良
さ
を
プ
ロ
の
シ
ェ
フ
や

消
費
者
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
の
販
路

開
拓
で
す
。わ
れ
わ
れ
の
常
設
の
鮮
魚
コ

ー
ナ
ー
は
、宮
城
県
内
の
イ
オ
ン
数
店
舗

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。業
者
を
通
さ
ず
魚

を
卸
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
全
国
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、生
産
者
の
思
い
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
消
費
者
に
伝
え
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
、２
０
１
６
年
６
月
、東
京
・
中
野
に

「
宮
城
漁
師
酒
場
魚う

お

谷た
に

屋
」と
い
う
居
酒

屋
を
開
業
し
ま
し
た
。毎
月
１
回
、わ
れ

わ
れ
生
産
者
が
交
代
で
店
に
立
ち
、自
分

た
ち
が
獲
っ
た
り
育
て
た
り
し
た
水
産
物

に
つ
い
て
、直
接
話
を
し
て
い
ま
す
。店

で
魚
の
小
売
り
も
始
め
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、黒
字
営
業
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
で
、昨
年

は
半
年
間
、今
年
は
年
初
か
ら
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。残
念
で
す
。

　

さ
ら
に
、輸
出
事
業
に
も
乗
り
出
し
て

い
ま
す
。仙
台
空
港
が
16
年
に
民
営
化
し

た
の
を
機
に
、東
北
の
豊
か
な
食
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
た
め
、協
同
組
合
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。水
産
物
だ
け
で
な
く
東

北
産
の
農
産
物
の
輸
出
に
も
取
り
組
む

地
域
商
社
で
す
。わ
れ
わ
れ
が
そ
の
事
務

局
を
担
っ
て
い
ま
す
。昨
年
10
月
か
ら
は
、

石
巻
市
の
輸
出
協
議
会
の
事
務
局
の
手
伝

い
も
し
て
い
ま
す
。

常
に
挑
戦
し
続
け
る
団
体
に

─
今
後
、ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
か
。

阿
部
　
大
震
災
に
遭
っ
て
、他
の
地
域
よ

り
10
年
早
く
地
方
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
東
北
か
ら
漁
業
を
改
革
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、日
本
の
水
産
業
全
体
が
衰
退

し
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
か
ら
立
ち
上

げ
た
の
が
わ
れ
わ
れ
の
団
体
で
す
。名
称

に「
ジ
ャ
パ
ン
」と
つ
け
た
の
は
、日
本
全

体
の
水
産
業
を
盛
り
上
げ
た
い
か
ら
で
す
。

　

常
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
を
、今
後
も
全

国
の
漁
師
た
ち
に
見
せ
て
い
き
た
い
。挑

戦
し
た
く
て
も
、縛
り
が
き
つ
く
て
挫
折

し
か
け
て
い
る
漁
師
が
全
国
に
た
く
さ
ん

い
る
と
思
う
。こ
ん
な
変
わ
っ
た
や
り
方

で
挑
戦
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

う
れ
し
い
こ
と
に
、わ
れ
わ
れ
の
活
動

に
共
感
し
て
く
れ
る
漁
師
た
ち
が
、全
国

各
地
に
出
て
き
て
い
ま
す
。北
海
道
の
利

尻
島
で
は
、若
い
漁
師
団
体
が
担
い
手

育
成
事
業
を
始
め
、福
岡
県
北
九
州
市
の

藍あ
い
の
し
ま島

で
は
、漁
師
団
体
が
一
本
釣
り
の
サ

ワ
ラ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、地

域
の
漁
業
を
も
っ
と
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
漁
師
さ
ん
が
一
人
で
も
増
え
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
お
子
さ
ん
が
漁
業
を
継
ぎ
た
い
と
言

っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

阿
部
　
小
学
５
年
生
を
頭
に
子
ど
も
が
３

人
い
て
、漁
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。親
と
し
て
継
い
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
の
自
由

に
さ
せ
た
い
。子
ど
も
が「
継
ぎ
た
い
」と

言
っ
た
と
き
に
、「
そ
う
か
、頑
張
れ
ば
稼

げ
る
よ
」と
自
信
を
も
っ
て
言
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
仕
事
に
し
た
い
で
す
ね
。�

　

�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
村
田 

泰
夫
）
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小
さ
な
頃
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
。

　

家
族
と
の
食
事
で
は
、お
代
わ
り
が
当
た
り
前
。思
春
期
に
は
み
る
み
る
と

体
が
丸
く
な
っ
て
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

小
学
６
年
生
の
頃
、少
し
体
調
を
崩
し
た
こ
と
が
あ
り
、医
師
か
ら
食
事
を

減
ら
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。こ
っ
そ
り
両
親
の
目
を
盗
み
、つ
ま
み
食
い
。

体
調
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、大
目
玉
を
食
ら
っ
た
。

　

大
人
に
な
り
、食
べ
る
こ
と
へ
の
情
熱
と
行
動
は
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
。本
場

の
モ
ノ
を
求
め
て
、ひ
つ
ま
ぶ
し
は
名
古
屋
へ
、そ
し
て
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
海

を
越
え
て
ハ
ワ
イ
ま
で
。食
に
関
す
る
行
動
力
に
は
我
な
が
ら
感
心
す
る
。

　

２
０
１
３
年
、私
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
就
職
で
仙
台
へ
。当
時
は
東
日

本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
っ
て
い
た
が
、復
興
と
い
う
言
葉
か
ら
は
程
遠
く
、

自
然
災
害
の
大
き
な
爪
痕
が
残
っ
て
い
た
。

　

よ
そ
者
の
自
分
が
取
材
を
す
る
こ
と
で
、被
災
さ
れ
た
方
の
心
を
傷
つ
け

て
し
ま
わ
な
い
か
な
ど
、は
じ
め
は
不
安
や
戸
惑
い
が
大
き
か
っ
た
。し
か
し
、

前
に
進
も
う
と
す
る
方
々
の
姿
や
強
さ
に
、私
自
身
が
励
ま
さ
れ
た
。

　

取
材
を
す
る
な
か
で
、被
災
し
た
土
地
土
地
の
持
つ「
魅
力
」を
た
く
さ
ん

知
っ
た
。

　

何
と
言
っ
て
も
食
だ
。三
陸
の
海
の
幸
、山
の
幸
。亘わ

た

理り

の
は
ら
こ
飯

4

4

4

4

、山
元

の
イ
チ
ゴ
、名
取
の
セ
リ
。雄お

勝が
つ

で
は
、初
め
て
と
れ
た
て
の
ウ
ニ
を
殻
か
ら

ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て
食
べ
、本
当
に
感
動
し
た
。

　

こ
の
魅
力
を
地
元
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、全
国
の
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
活
力
に
な
っ
た
。ま
た
、微
力
な
が

ら
も
被
災
地
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

フ
リ
ー
と
な
っ
た
い
ま
で
も
、毎
年
、宮
城
を
訪
れ
て
い
る
。復
興
を
見
守

り
つ
つ
三
陸
の
海
岸
沿
い
を
ド
ラ
イ
ブ
し
、慣
れ
親
し
ん
だ
地
場
の
海
の
幸

や
お
菓
子
を
満
喫
す
る
。お
い
し
い
も
の
と
と
も
に
笑
い
あ
っ
た
皆
さ
ん
に

想
い
を
馳
せ
た
と
き
、と
て
も
満
ち
足
り
た
気
分
に
な
る
。

　

早
く
東
北
へ
気
軽
に
食
べ
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
な
。

　

こ
れ
か
ら
も
食
べ
て
応
援
し
続
け
た
い
。�

はかまだ あやえ
静岡県静岡市出身。青山学院大学文学部史学科卒業後、
東北放送アナウンス部へ入社。活動の場を広げたいと
退社後、フリーアナウンサーとして活躍中。YouTube

「マイとアヤエの姉妹チャンネル」、CS「マサNOTE」ア
シスタント他、野球関連番組多数出演。今後は役者とし
ても精力的に活動予定。

フリーアナウンサー

袴田 彩会

食べることは素晴らしい



そ
の
人
は
、お
ふ
く
ろ
の
味
を
特
徴
に
し
た
菜
園
レ

ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
。そ
の
わ
ず
か
３
カ
月
後
、東

日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。そ
れ
か
ら
避
難
所
へ

の
弁
当
配
達
が
は
じ
ま
っ
た
。祖
母
の
想
い
の
詰
ま
っ

た
、３
カ
月
、２
０
０
食
余
―
。本
誌
２
０
１
１
年

８
月
号
で
紹
介
し
た
、そ
の
人
を
再
訪
し
た
。

遠
い
通
学
路
を
帰
る
と

祖
母
の
味
噌
焼
き
お
に
ぎ
り

「
け
ぇ
」と
ひ
と
言

食
べ
る
と
い
う
行
為
は
空
腹
を

満
た
す
だ
け
で
な
か
っ
た

伊
藤 

惠
子
さ
ん

�

宮
城
県
美
里
町

�

株
式
会
社
は
な
や
か 

代
表
取
締
役

『
農
と
食
の
邂
逅
』特
別
号　
東
日
本
大
震
災
10
年

東
日
本
大
震
災
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▪
発
生
日
時　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
㈮
14
時
46
分

▪
震
源
お
よ
び
規
模

　
三
陸
沖  

モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド  

Ｍ
ｗ
９・０

▪
各
地
の
震
度

　
震
度
７
…
…�

宮
城
県
北
部

　
震
度
６
強
…�

宮
城
県
南
部・中
部
、福
島
県
中
通
り・

浜
通
り
ほ
か

　
震
度
６
弱
…�

岩
手
県
沿
岸
南
部
・
内
陸
北
部
・
内
陸

南
部
、
福
島
県
会
津
ほ
か

▪
津
波

　�

各
地
で
大
津
波
を
観
測
（
最
大
波
…
相
馬
９・
３
㍍

以
上
、宮
古
８・５
㍍
以
上
、大
船
渡
８・０
㍍
以
上
）

▪
人
的
被
害�

　

�

死
者
１
万
９
７
２
９
名
（
災
害
関
連
死
を
含
む
）

行
方
不
明
者
数
２
５
５
９
名

▪
住
家
被
害　

�

全　
　
壊
…
12
万
１
９
９
６
戸

　
　
　
　
　
　
半　
　
壊
…
28
万
２
９
４
１
戸

　
　
　
　
　
　
一
部
破
損
…
74
万
８
４
６
１
戸

▪
避
難
者
数　
４
万
７
７
３
７
名

資
料
：�

復
興
庁
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状
況
と
取
組
」（
２
０
２
０
年
９
月
）、

緊
急
災
害
対
策
本
部
「
２
０
１
１
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震

災
）
に
つ
い
て
（
２
０
２
０
年
３
月
10
日
）」

注
：�

人
的
被
害
、
住
家
被
害
、
避
難
者
数
は
２
０
２
０
年
３
月
１
日
現
在
。

東
日
本
大
震
災

美里町
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19
頁：震
災
直
後
、避
難
所
に
届
け
る
弁
当
を
つ
く
る
惠
子
さ
ん
。「
届
く
の
が
毎
日
楽
し
み
」と

い
う
お
年
寄
り
、「
食
が
細
く
な
っ
た
子
ど
も
が
こ
の
お
弁
当
は
ち
ゃ
ん
と
食
べ
て
く
れ
て
う

れ
し
い
」と
い
う
母
親
の
声
が
い
ま
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う（
２
０
１
１
年
６
月
撮
影
）

20
頁：（
右
上
）魚
市
場
で
仕
入
れ
る
食
材
を
吟
味
す
る（
11
年
６
月
撮
影
）

（
左
上
）「
野
の
風
」に
隣
接
す
る
畑
に
て
。震
災
後
、畑
を
15
㌃
増
や
し
た（
20
年
12
月
撮
影
）

（
下
）従
業
員
数
は
12
人
。「
食
堂
、加
工
、農
業
と
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
る
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
も
雇
用
が
維
持
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」 （
20
年
12
月
撮
影
）



回想／ドキュメント・伊藤 惠子

あの日
あれから

日々、一歩前へ
� （2011年６月撮影）
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伊
藤
惠
子
さ
ん（
68
歳
）は
、10
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
笑
顔
で
出
迎
え
て

く
れ
た
。

　

惠
子
さ
ん
は
、宮
城
県
河
南
町（
現
、石
巻
市
）出
身
で
、稲
作
と
酪
農

を
営
む
専
業
農
家
に
嫁
ぎ
、２
㌶
だ
っ
た
経
営
規
模
を
夫
の
昇
さ
ん（
73

歳
）と
徐
々
に
拡
大
。２
０
０
１
年
、美
里
町
内
に
農
産
物
直
売
所「
花は

な

野や

果か

市
場
」が
開
設
さ
れ
る
と
同
時
に
、公
募
に
よ
り
、直
売
所
内
の
食
堂

「
は
な
や
か
亭
」の
運
営
を
始
め
た
。そ
の
前
年
、乳
が
ん
を
患
い
、「
や
り

た
い
こ
と
を
何
で
も
や
ろ
う
」と
決
意
を
固
め
て
い
た
。「
は
な
や
か
亭
」

の
運
営
は
、長
年
の
夢
を
実
現
す
る
出
発
点
と
な
っ
た
。味
噌
焼
き
お
に

ぎ
り
な
ど
お
ふ
く
ろ
の
味
を
前
面
に
出
し
た
料
理
は
好
評
で
、06
年
に

は
近
く
に
あ
る
茅
葺
き
の
民
家
白は

く

山さ
ん

堂ど
う

を
借
り
て
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

も
開
い
た
。白
山
堂
の
賃
貸
の
契
約
更
新
が
か
な
わ
ず
、み
ず
か
ら
建
物

を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。自
己
資
金
を
元
手
に
、融
資
と
助
成
金
を
活
用

し
、10
年
12
月
20
日
、日
本
家
屋
の
菜
園
レ
ス
ト
ラ
ン「
野
の
風
」が
オ
ー

プ
ン
。同
年
、法
人
化
も
果
た
す
。そ
の
わ
ず
か
３
カ
月
後
に
東
日
本
大

震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。３

カ
月
に
及
ぶ
避
難
所
へ
の
弁
当
配
達

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
は
、毎
日
、２
０
０
食
以
上
の
弁
当
を
つ
く
り
、

２
カ
所
あ
る
避
難
所
に
届
け
て
い
た
。朝
４
時
に
は「
野
の
風
」に
併
設

す
る
加
工
施
設
で
準
備
を
始
め
た
。当
時
、猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
の

忙
し
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、車
で
20
分
ほ
ど
の
、津
波
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
沿
岸
に
案
内
し
て
く
れ
た
。「
私
は
い
ろ
ん
な
人
に
助
け
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
」
―
。惠
子
さ
ん
が
、一
呼
吸
お
い
て
語
っ
た
言
葉

は
い
ま
も
頭
に
残
っ
て
い
る
。「
弁
当
の
配
達
は
必
要
と
さ
れ
る
ま
で
続

け
ま
す
」
―
。

　

２
０
１
１
年
５
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
た
弁
当
の
配
達
は
、避
難
所
が

閉
鎖
さ
れ
る
８
月
下
旬
ま
で
休
む
こ
と
な
く
続
い
た
と
い
う
。弁
当
の

配
達
を
き
っ
か
け
に
交
流
も
生
ま
れ
た
。避
難
所
に
身
を
寄
せ
る
人
々

に「
う
ち
の
田
ん
ぼ
の
田
植
え
作
業
を
手
伝
え
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、５
人
が
名
乗
り
を
あ
げ
た
。当
日
、汗
を
流
し
て
く

れ
た
お
礼
を
包
ん
で
渡
そ
う
と
し
た
。す
る
と
い
っ
た
ん
受
け
取
っ
た
も

の
の
、切
り
の
い
い
金
額
に
な
る
よ
う
に
お
金
を
足
し
、再
び
惠
子
さ
ん

の
も
と
に
持
っ
て
き
た
。「
自
分
た
ち
よ
り
も
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

人
に
使
っ
て
ほ
し
い
」と
。東
北
地
方
の
人
々
の
情
の
深
さ
を
知
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
り
、惠
子
さ
ん
の
胸
に
今
で
も
残
る
ひ
と
言
だ
と
い
う
。

　

震
災
か
ら
半
年
経
っ
た
頃
、「
野
の
風
」に
う
れ
し
い
来
客
が
あ
っ
た
。

大
き
な
被
害
を
受
け
た
石
巻
市
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
の
だ
。

「
よ
う
や
く
車
が
手
に
入
っ
た
か
ら
」と
い
う
言
葉
に
、徐
々
に
日
常
を
取

り
戻
そ
う
と
す
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。別
の
お
客
さ
ん
か
ら
は
、10
種

類
以
上
の
お
か
ず
が
並
ぶ
野
の
風
ラ
ン
チ
を
注
文
し
た
う
え
で
、「
悪
い

け
ど
、持
ち
帰
り
用
に
も
う
１
人
分
つ
く
っ
て
け
ろ
」と
言
わ
れ
た
。店
ま

で
来
ら
れ
な
い
家
族
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

震
災
か
ら
10
年
が
経
と
う
と
い
う
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
思
い
を
尋

ね
て
み
た
が
、「
そ
う
だ
ね
」と
惠
子
さ
ん
は
し
ば
し
考
え
込
ん
だ
。「
一
見

す
る
と
、落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え
る
か
も
ね
。で
も
、人
々
の
心
の
復

食
や
農
に
寄
り
添
い
続
け
て青

山 

浩
子（
新
潟
食
料
農
業
大
学
講
師・
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

河
野 

千
年（
本
誌
特
派
　
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
）
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興
は
ま
だ
ま
だ
。経
験
し
た
人
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
」と
、言
葉
を
選
ぶ
よ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

10
年
と
い
う
期
間
は
確
か
に
区
切
り
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
。だ
が
、

被
災
し
た
人
々
や
地
域
に
と
っ
て
は
一
つ
の
通
過
点
で
あ
り
、そ
の
前
と

後
で
特
別
何
か
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。惠
子
さ
ん
に
と
っ
て
も
同
じ

こ
と
だ
ろ
う
。

　

弁
当
の
配
達
は
、傍
か
ら
は「
被
災
者
へ
の
支
援
」に
見
え
る
。し
か

し
、農
村
で
起
業
し
た
女
性
農
業
者
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、収

益
だ
け
で
は
な
い
食
や
農
の
魅
力
を
伝
え
ん
と
す
る
強
い
意
思
で
、惠

子
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
奮
闘
し
て
き
た
。そ
れ
が
、震
災
直
後
は
避
難
所
へ

の
弁
当
と
い
う
か
た
ち
と
な
っ
て
表
れ
た
と
い
う
こ
と
。震
災
か
ら
10
年

経
と
う
と
、20
年
経
と
う
と
、食
べ
る
人
に
寄
り
添
い
続
け
る
で
あ
ろ
う

惠
子
さ
ん
に
、「
10
年
」を
象
徴
す
る
言
葉
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
自
分

を
少
し
恥
じ
た
。

あ
ら
ゆ
る
依
頼
に
真
心
で
対
応

　

食
べ
る
と
い
う
行
為
は
、単
に
、空
腹
を
満
た
す
だ
け
の
も
の
で
は
な

い

―
。こ
の
想
い
が
、惠
子
さ
ん
が
業
を
起
こ
し
た
原
点
だ
。小
学
生
の

と
き
、片
道
40
分
か
け
て
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
惠
子
さ
ん
を
喜
ば
せ

て
く
れ
た
も
の
が
、祖
母
が
つ
く
る
味
噌
焼
き
お
に
ぎ
り
で
あ
り
、は
っ

と
汁（
す
い
と
ん
）だ
っ
た
。「
け
ぇ（
食
べ
な
さ
い
）」と
い
う
祖
母
の
ひ
と

言
と
と
も
に
、お
な
か
を
満
た
す
瞬
間
。何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び

だ
っ
た
。こ
の
味
が
も
た
ら
す
や
す
ら
ぎ
、喜
び
を
多
く
の
人
に
届
け
た

い
と「
は
な
や
か
亭
」を
始
め
た
。

　

現
在
は
、２
軒
の
食
堂
を
切
り
盛
り
す
る
と
と
も
に
、直
売
所
や
食

品
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
、惣
菜
や
餅
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
加
工
品
を
納

め
、さ
ら
に
は
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
弁
当
を
納
め
る
な
ど
取

引
先
は
多
岐
に
わ
た
る
。法
人
化
し
て
３
年
目
に
は
目
標
と
し
て
い
た

１
億
円
の
売
上
高
を
突
破
し
、現
在
も
維
持
し
て
い
る
。

　

弁
当
パ
ッ
ク
に
お
か
ず
を
詰
め
る
作
業
を
し
て
い
る
と
、容
器
に
小

さ
な
す
き
間
を
み
つ
け
た
惠
子
さ
ん
が
発
す
る
口
癖
が
あ
る
。「
こ
こ
に

何
か
入
れ
よ
う
」と
い
う
ひ
と
言
だ
。す
か
さ
ず
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

「
あ
、ま
た（
オ
ー
ナ
ー
の
口
癖
が
）始
ま
っ
た
」と
苦
笑
さ
れ
る
と
い
う
。

「
何
か
入
れ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。や
っ
ぱ
り
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
。

商
売
だ
け
っ
て
い
う
よ
り
、喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。そ
れ
が
回
り
ま
わ
る

と
自
分
に
返
っ
て
く
る
の
か
な
っ
て
」

　
そ
ん
な
旺
盛
な
サ
ー
ビ
ス
精
神
だ
け
で
納
め
先
が
増
え
た
わ
け
で
は

な
い
。現
在
の
取
引
先
は
、す
べ
て
先
方
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
も
の
。「
お

願
い
さ
れ
た
ら
絶
対
に
断
ら
な
い
か
ら（
笑
）」と
惠
子
さ
ん
。惠
子
さ
ん

た
ち
が
提
供
す
る
料
理
や
惣
菜
は
、す
べ
て
手
づ
く
り
で
、手
間
ひ
ま
の

か
け
方
は
半
端
な
も
の
で
は
な
い
。ス
タ
ッ
フ
か
ら「
そ
ん
な
に
引
き
受

け
て
大
丈
夫
？
」と
心
配
さ
れ
る
。「
や
っ
て
み
て
無
理
な
ら
、立
ち
止
ま

っ
て
考
え
れ
ば
い
い
。そ
う
い
っ
て
す
べ
て
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
」と

笑
い
飛
ば
す
。

　
弁
当
や
惣
菜
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
温
か
さ
や
、や
さ
し
さ
。そ
し
て
、

少
々
無
理
な
お
願
い
で
あ
っ
て
も
断
る
こ
と
な
く
、前
向
き
に
受
け
止
め

る
経
営
者
魂
。こ
れ
ら
が
食
べ
る
人
に
伝
わ
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。惠
子

さ
ん
は
前
回
も
今
回
も「
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、周
囲
の
人
に
恵
ま

れ
て
き
た
お
か
げ
」と
繰
り
返
し
た
。そ
れ
は
、惠
子
さ
ん
の
食
へ
の
想
い
、

経
営
者
と
し
て
の
踏
ん
張
り
が
周
囲
の
人
々
に
伝
わ
っ
て
い
る
証
で
も

あ
ろ
う
。

一
つ
の
野
菜
か
ら
生
ま
れ
る
触
れ
合
い

　
起
業
か
ら
20
年
目
を
迎
え
、ス
タ
ッ
フ
も
12
人
に
増
え
た
。以
前
は
、

陣
頭
に
立
っ
て
切
り
盛
り
し
て
き
た
食
堂
、農
産
加
工
と
も
に
、多
く
の

作
業
を
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
て
い
る
。「
は
な
や
か
亭
」は
長
男
の
嫁
、重
美

さ
ん（
38
歳
）が
メ
イ
ン
で
担
う
な
ど
、経
営
承
継
を
着
実
に
す
す
め
て

き
た
。「
私
の
仕
事
と
い
え
ば
畑
作
業
と
、塩
釜
や
仙
台
の
漁
港
に
魚
を

仕
入
れ
に
行
く
こ
と
ぐ
ら
い
」と
う
れ
し
そ
う
に
微
笑
む
。

　
な
か
で
も「
と
に
か
く
夢
中
に
な
れ
る
」の
が
畑
仕
事
。畑
に
立
つ
と
、

山
形
県
と
の
県
境
に
あ
る
船
形
山
か
ら
の
吹
き
お
ろ
し
の
強
い
風
が
吹

く
。「
強
す
ぎ
て
大
変
な
時
も
あ
る
け
ど
、暑
い
夏
は
風
の
お
か
げ
で
生
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き
返
る
。も
う
少
し
頑
張
ろ
う
と
励
み
に
も
な
る
」。経
営
も
同
じ
だ
ろ

う
。時
に
向
か
い
風
を
受
け
る
が
、周
り
の
人
の
支
え
が
追
い
風
に
な
る
。

「
野
の
風
」と
い
う
店
名
は
ま
さ
に
言
い
得
て
妙
だ
。

　

畑
は
、食
事
を
終
え
た
客
と
会
話
を
は
ず
ま
せ
る
貴
重
な
場
で
も
あ

る
。「
立
派
な
ナ
ス
だ
ね
。一
本
も
ら
っ
て
も
い
い
？
」と
い
う
人
に
、惠
子

さ
ん
は「
一
本
だ
け
っ
て
、何
に
使
う
の
？
」と
聞
く
と「
味
噌
汁
の
具
に

し
た
い
」と
の
こ
と
。「
一
本
と
い
わ
ず
」と
惠
子
さ
ん
は
す
す
め
る
。オ
ク

ラ
の
大
き
な
黄
色
い
花
に
驚
く
人
が
多
く
、「
こ
れ
は
何
の
花
？
」と
よ
く

聞
か
れ
る
。目
の
前
に
オ
ク
ラ
の
実
が
空
に
向
か
っ
て
な
っ
て
い
る
の
に
、

で
あ
る
。「
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
の
よ
う
に
実
は
下
を
向
い
て
な
る
も
の
と

思
う
の
か
、気
づ
か
な
い
人
が
多
い
み
た
い
。こ
う
や
っ
て
野
菜
一
つ
か
ら

会
話
が
始
ま
り
、触
れ
合
い
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
」
―
。

　
「
菜
園
レ
ス
ト
ラ
ン 

野
の
風
」と
名
付
け
た
の
は
、畑
と
食
べ
る
場
所

を
近
づ
け
た
い
と
い
う
惠
子
さ
ん
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
想

い
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。食
べ
る
こ
と
を
介
し
、さ
り
げ
な
い
会
話

が
う
ま
れ
、農
業
が
食
べ
る
場
所
の
近
く
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
。

農
と
食
の
つ
な
が
り
を
子
ど
も
た
ち
に

　

多
く
の
触
れ
合
い
を
生
ん
だ「
野
の
風
」も
２
０
２
０
年
は
、コ
ロ
ナ
禍

で
食
事
に
訪
れ
る
人
の
数
が
前
年
に
比
べ
減
っ
た
。そ
ん
な
な
か「
代
わ

り
に
、弁
当
を
頼
む
」「
仕
出
し
と
し
て
届
け
て
」と
注
文
し
て
く
れ
る
お

客
が
少
な
く
な
い
。減
っ
た
こ
と
を
憂
う
の
で
は
な
く
、注
文
し
て
く
れ

る
こ
と
を
大
切
に
思
う
惠
子
さ
ん
だ
。

　

ま
た
、コ
ロ
ナ
を
機
に
、手
が
空
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
、畑
の
作
業

を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。「
自
分
で
種
ま
き
か
ら
や
っ
て
、そ
れ
を
料

理
し
て
お
客
さ
ん
に
出
す
。な
ん
か
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
る
み
た
い
」。

ス
タ
ッ
フ
と
畑
の
距
離
が
近
づ
き
、惠
子
さ
ん
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
さ
そ

う
だ
。

　

み
ず
か
ら
の
事
業
以
外
に
も
、惠
子
さ
ん
は
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

１
９
９
９
年
、美
里
町
初
の
女
性
農
業
委
員
に
選
出
さ
れ
、宮
城
県
内
の

女
性
農
業
委
員
で
つ
く
る
組
織
の
代
表
に
就
任
し
た
。２
０
１
４
年
に

は
、全
国
女
性
農
業
委
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
に
な
り
、農
業
に
お
け
る

女
性
参
画
を
重
要
視
し
、そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。こ

れ
ら
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、農
林
水
産
祭
の「
女
性
の
活
躍
」部
門

で
、内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
き（
２
０
１
６
年
度
）、黄
綬
褒
章
も
授
か

っ
た（
２
０
１
９
年
度
）。現
在
は
、美
里
町
農
業
委
員
会
の
会
長
と
し
て
、

平
日
は
役
場
で
農
業
委
員
関
係
の
仕
事
に
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
れ
で
も
惠
子
さ
ん
の
視
線
は
相
変
わ
ら
ず
生
産
現
場
に
向
け
ら
れ

て
い
る
。「
子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験
を
こ
れ
か
ら
も
受
け
入
れ
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。東
日
本
大
震
災
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
地
域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
を
た
び
た
び
受
け
入
れ
た
。最
初
は
水
田

に
入
る
こ
と
を
た
め
ら
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
で
遊
ぶ
様
子
を
何
度
も

目
に
し
た
。「
自
然
の
力
は
大
き
い
。い
じ
め
な
ど
の
問
題
も
あ
る
け
れ
ど
、

こ
う
い
う
体
験
が
子
ど
も
に
と
っ
て
何
か
し
ら
役
立
つ
と
思
う
」と
惠
子

さ
ん
。

　

あ
る
子
ど
も
か
ら「
お
ば
ち
ゃ
ん
何
し
て
い
る
人
？
」と
聞
か
れ
、「
お

に
ぎ
り
を
握
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」と
答
え
る
と
、「
お
に
ぎ
り
？
コ
ン
ビ

ニ
で
売
っ
て
い
る
や
つ
？
」と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。農
村
に
暮
ら
す
子
ど

も
で
あ
っ
て
も
、農
と
食
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

「
米
さ
え
あ
れ
ば
、だ
れ
で
も
お
に
ぎ
り
が
握
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
」と
惠
子
さ
ん
。

　
「
野
の
風
」は
ラ
ン
チ
時
間
を
終
え
、店
内
に
は
静
け
さ
が
漂
っ
て
い

た
。そ
れ
な
の
に
不
思
議
だ
。手
づ
く
り
の
や
さ
し
い
味
が
好
き
で
訪
ね

て
来
る
フ
ァ
ン
、畑
で
会
話
を
交
わ
す
客
、惠
子
さ
ん
が
届
け
た
弁
当
を

避
難
所
で
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
人
々
が
思
い
浮
か
ぶ
。「
野
の
風
」を
囲

ん
で
、人
々
の
笑
顔
が
幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
こ
そ
が
惠
子
さ
ん
が
つ
く
り
上
げ
た
財
産
だ
ろ
う
。お
嫁
さ
ん
の
重

美
さ
ん
に「
ど
ん
な
お
義
母
さ
ん
で
す
か
」と
聞
く
と
、「
見
た
ま
ん
ま
の

人
。好
き
な
こ
と
思
い
っ
き
り
や
っ
て
い
る
お
義
母
さ
ん
で
す（
笑
）」と

即
答
し
て
く
れ
た
。

　

惠
子
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
、そ
れ
を
天
職
と
確
信
し
、食
べ
る
人
た
ち

の
そ
ば
に
寄
り
添
い
続
け
る
の
だ
ろ
う
。�
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被
災
地
に
牛
の
鳴
き
声

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
飯い

い

舘た
て

村む
ら

で
、再

び
、牛
を
飼
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

　

山
田
豊
さ
ん（
38
歳
）は
喜
び
を
満
面

の
笑
み
で
表
し
た
。

　

２
０
１
７
年
６
月
よ
り
父
の
猛
史
さ

ん（
72
歳
）と
と
も
に
、被
災
地
の
飯
舘

村
松
塚
地
区
で
、水
田
を
利
用
し
て
広

大
な
採
草
放
牧
地
を
つ
く
り
、放
牧
に

よ
る
肉
用
牛
繁
殖
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
る
。山
田
さ
ん
親
子
は
こ
の
方
法
を

「
水
田
放
牧
」と
呼
び
、水
田
放
牧
を
村

内
に
拡
げ
る
こ
と
こ
そ
が
、村
の
基
幹

産
業
で
あ
っ
た
畜
産
振
興
と
農
地
を
荒

廃
か
ら
守
り
活
用
す
る
切
り
札
に
な
る
、

と
主
張
す
る
。

　

阿
武
隈
山
地
の
中
腹
に
位
置
す
る

典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
あ
る
飯
舘
村

は
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。放
射
線
量
の
高
さ
か
ら
村
は「
計
画

的
避
難
区
域
」に
指
定
さ
れ
、全
住
民
は

村
外
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

震
災
前
、村
の
基
幹
産
業
の
一
つ
は

畜
産
で
、１
９
５
８
戸
、６
５
０
９
人
の

人
口
の
う
ち
２
８
６
戸
が
畜
産
を
営
ん

で
い
た（
２
０
１
１
年
２
月
末
）。

　

肉
用
牛
繁
殖
が
２
１
１
戸
と
一
番
多

く
、酪
農
や
肥
育
も
27
戸
あ
っ
た
。肥
育

で
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド「
飯い

い

舘た
て

牛ぎ
ゅ
う

」が
、全

国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
た
。し
か

し
、村
民
の
避
難
に
あ
た
り
畜
産
農
家

の
97
％
が
廃
業
し
た
。飼
育
さ
れ
て
い

た
約
３
０
０
０
頭
の
牛
は
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
競
売
に
掛
け
ら
れ
処
分
さ
れ
た
。

　

避
難
指
示
が
解
除（
一
部
地
区
を
除

く
）さ
れ
た
の
は
６
年
後
の
17
年
４
月
だ
。

牛
に
向
き
合
う
二
人

　

２
０
０
５
年
、東
京
農
業
大
学
を
卒

業
後
、山
田
さ
ん
は
自
家
に
就
農
し
た
。

都
会
に
出
た
こ
と
か
ら
、自
然
あ
ふ
れ

る
飯
舘
村
の
す
ば
ら
し
さ
が
わ
か
っ
た

と
い
う
。小
学
校
の
登
下
校
時
に
は
小

川
の
な
か
を
通
学
路
に
し
て
歩
い
た
こ

と
な
ど
を
楽
し
そ
う
に
話
す
。

　

農
業
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
理
由
だ
と
言
う
。「
ば
っ
ち

子（
末
っ
子
）で
家
族
に
か
わ
い
が
ら
れ

ま
し
た
。家
業
を
手
伝
う
と
み
ん
な
か

ら
褒
め
ら
れ
た
の
も
大
き
か
っ
た
か
な
。

幼
い
頃
、飯
舘
村
に
も
機
械
化
の
波
が

来
て
い
て
、農
作
業
は
そ
れ
ほ
ど
大
変

と
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

家
業
は
、葉
タ
バ
コ
を
中
心
に
繁
殖

や
水
田
を
営
ん
で
い
た
。山
田
さ
ん
は

父
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
徐
々
に
経

営
に
参
画
し
て
い
っ
た
。

　

震
災
の
村
外
避
難
を
き
っ
か
け
に
、

親
子
は
離
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
持

っ
て
牛
と
向
き
合
っ
た
。

今年、飯舘村に三世代で住む新居が建つ。「妻、両親、３人の子どもたちと楽
しく暮らしていきます」

避
難
指
示
解
除
の
村
に

若
い
繁
殖
牛
経
営
者
が
戻
る

夢
に
描
く
和
牛
の
村
づ
く
り

株式会社ゆーとぴあ� 代表取締役 山田　豊
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新
・
農
・
業
・
人

こ
の
人
こ
の
経
営



着
手
し
た
。除
染
作
業
の
対
象
外
で
あ

る
畔あ

ぜ

は
小
型
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使
い
表

土
を
撤
去
し
、水
田
を
つ
な
い
で
２
㌶

の
採
草
放
牧
地
を
つ
く
り
５
種
類
の
牧

草
を
ま
い
た
。「
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど
く
て

機
械
が
入
れ
ず
、種
ま
き
は
人
力
。20
㌔

の
動ど

う

噴ふ
ん

を
背
負
っ
て
何
度
も
往
復
し
ま

し
た
。は
じ
め
は
避
難
前
を
思
い
出
し

悲
し
か
っ
た
の
で
す
が
、種
ま
き
を
終

え
る
こ
ろ
に
は
、以
前
と
同
じ
農
業
が

で
き
な
く
て
も
こ
こ
で
や
っ
て
い
く
ん

だ
と
奮
起
し
ま
し
た
」。そ
し
て
17
年
６

月
、福
島
市
飯
野
町
の
牛
舎
か
ら
牛
を

３
頭
連
れ
帰
り
、青
々
と
牧
草
の
茂
る

試
験
地
に
放
牧
し
た
。

新
ブ
ラ
ン
ド
を
模
索

　

水
田
放
牧
は
、農
地
保
全
以
外
に
、経

営
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。広
い
面
積

で
放
牧
す
る
た
め
、ス
ト
レ
ス
な
く
の

び
の
び
と
牛
を
飼
育
で
き
る
こ
と
だ
。

運
動
量
も
増
え
る
た
め
お
産
が
軽
く
な

る
と
い
う
。

　

ま
た
、自
前
で
牧
草
を
生
産
す
る
こ

と
で
、粗
飼
料
の
購
入
経
費
が
削
減
で

き
る
。今
後
、村
内
で
50
㌶
の
耕
作
放
棄

地
の
水
田
を
借
り
採
草
牧
草
地
と
す
る
。

い
ま
は
、全
体
で
繁
殖
メ
ス
牛
70
頭
の

規
模
だ
が
、避
難
先
の
福
島
市
飯
野
町

か
ら
飯
舘
村
に
徐
々
に
牛
を
移
動
さ
せ
、

数
年
の
間
に
は
１
０
０
頭
規
模
へ
の
拡

長
と
し
て
、避
難
指
示
解
除
後
に
村
民

が
帰
還
で
き
る
道
を
模
索
し
て
い
た
。

除
染
し
た
と
は
い
え
、風
評
被
害
を
考

え
る
と
水
田
は
無
理
だ
ろ
う
と
す
る
村

民
が
大
多
数
を
占
め
る
な
か
、農
地
を

農
地
と
し
て
次
代
へ
つ
な
ぐ
こ
と
こ
そ

が
復
興
に
直
結
す
る
と
考
え
た
。

　

耕
作
し
な
く
な
っ
た
水
田
に
牛
の
堆

肥
を
す
き
こ
む
こ
と
で
地
力
が
回
復
し
、

村
民
が
帰
村
し
た
と
き
す
ぐ
に
農
地
と

し
て
利
用
で
き
る
。そ
の
た
め
、除
染
土

の
置
き
場
を
水
田
か
ら
離
れ
た
場
所
に

あ
る
共
用
地
に
し
た
。

　

16
年
１
月
、父
の
構
想
に
賛
同
し
た

山
田
さ
ん
は
精
肉
店
を
退
職
し
福
島
県

に
戻
っ
た
。「
常
々
、農
地
の
バ
ト
ン
を
渡

す
の
が
自
分
の
仕
事
だ
と
父
は
話
し
て

い
ま
す
。な
ら
ば
受
け
取
る
の
が
、私
の

役
目
で
す
」

　

二
人
は
除
染
が
終
わ
っ
た
山
田
家
の

水
田
を
つ
か
い
放
牧
試
験
地
づ
く
り
に

　

山
田
さ
ん
は
、京
都
の
精
肉
店
に
就

職
し
た
。震
災
直
前
の
２
月
、ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
畜
産
農
家
を
視
察
し
て
感

銘
を
受
け
、肉
用
牛
を
追
究
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
た
。「
牛
へ
の
情
熱
が
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。牛
の
生
産
は
経
験

し
た
。な
ら
ば
食
肉
と
い
う
商
品
と
し

て
牛
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

父
は
、い
っ
た
ん
は
廃
業
も
考
え
た

が
、息
子
が
精
肉
店
に
就
職
し
た
こ
と

で
、俄が

然ぜ
ん

、和
牛
復
活
に
奮ふ

る

い
立
っ
た
。

「
メ
ス
牛
を
売
り
に
行
っ
た
の
に
、逆
に

買
っ
て
帰
っ
て
き
た
。わ
が
親
な
が
ら
、

な
ん
て
前
向
き
な
人
な
ん
だ
っ
て
感
心

し
ま
し
た
」と
笑
う
。父
は
、10
頭
の
メ
ス

牛
を
連
れ
て
中
島
村
に
避
難
。そ
の
後
、

福
島
市
飯
野
町
の
山
間
に
牛
舎
を
建
て
、

38
頭
規
模
ま
で
飼
養
頭
数
を
増
や
し
た
。

　

水
田
放
牧
の
構
想
は
、11
年
ご
ろ
か

ら
父
が
描
き
始
め
た
。地
区
の
復
興
部

大
を
め
ざ
す
。

　

牛
を
取
り
巻
く
畜
舎
、敷
料
や
、口
に

す
る
水
、牧
草
な
ど
は
定
期
的
に
国
が

定
め
る
放
射
線
量
検
査
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
メ
ス
牛
に
つ
い
て
は
出
荷
時
に
検

査
、食
肉
処
理
後
の
枝
肉
で
も
検
査
が

お
こ
な
わ
れ
る
。「
基
準
値
を
超
え
る
数

値
は
出
て
い
ま
せ
ん
。国
や
県
の
協
力

も
得
な
が
ら
、責
任
感
を
持
っ
て
安
全

な
牛
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
」と
山
田
さ
ん
。

　

今
後
の
大
き
な
目
標
は
、村
全
体
で

「
飯
舘
牛
」に
代
わ
る
新
ブ
ラ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
だ
。ま
ず
は
、帰
村
し
た

繁
殖
農
家
11
戸
で
協
力
し
て
、繁
殖
を

リ
タ
イ
ア
す
る
経
産
牛
を
水
、餌
な
ど

肥
育
牛
と
同
じ
条
件
で
仕
上
げ
、ブ
ラ

ン
ド
化
し
販
売
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
精
肉
店
で
は
ど
ん
な
肉
が
好
ま
れ
る

か
を
学
び
ま
し
た
。こ
の
経
験
が
生
か

せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。血
統
だ
け
を

重
視
す
る
こ
と
な
く
、餌
な
ど
環
境
で

付
加
価
値
を
付
け
た
い
」と
意
気
込
む
。

　

避
難
指
示
解
除
か
ら
４
年
。飯
舘
村

に
は
帰
村
者
以
外
に
１
０
０
人
を
超
え

る
Ｉア

イ
タ
ー
ン
移
住
が
あ
る
。山
田
さ
ん
に

村
の
復
興
に
つ
い
て
聞
い
た
。「
帰
村
者

も
移
住
者
も
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を
出

し
合
い
、工
夫
し
、強
い
産
地
を
め
ざ
し

ま
す
。そ
し
て
和
牛
の
村
を
新
生
し
ま

す
」。力
強
い
答
え
が
返
っ
て
き
た
。�

�

（
情
報
企
画
部
　
城
間 

綾
子
）

2020年11月
福島県飯舘村、福島市飯野町
繁殖牛70頭。うち、飯舘村に
50頭（成牛55頭、育成牛15頭）
肉用牛（繁殖）
本人、妻、父
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新・農業人　この人この経営

新・農業人

設立●
所在地●

経営規模●

事業内容●
労働力●
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私
は「
ス
ポ
ー
ツ
特
化
型
ギ
フ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」

を
運
営
す
る
会
社
を
経
営
し
て
い
る
。こ
れ
は
、お

気
に
入
り
の
チ
ー
ム
・
選
手
や
感
動
し
た
プ
レ
ー
に
対
し
て
、

フ
ァ
ン
が
ネ
ッ
ト
上
で
購
入
し
た
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト（
ポ
イ

ン
ト
）で
寄
付
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
新
し
い
応
援
の
か
た
ち

だ
。フ
ァ
ン
が
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
を
贈
る
と
、チ
ー
ム
や
選

手
に
通
知
が
届
き
、お
返
し
に
お
礼
の
コ
メ
ン
ト
や
グ
ッ
ズ

な
ど
が
届
く
。Ｓ
Ｎ
Ｓ（
交
流
サ
イ
ト
）の
よ
う
に
、フ
ァ
ン

が
チ
ー
ム
・
選
手
と
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
継
続
的
に
支
援

で
き
る
双
方
向
型
の
応
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
思
い
つ
い
た
き
っ
か
け
は
、高
校
時
代

の
友
人
で
セ
ー
リ
ン
グ
選
手
の
石
橋
顕
が
、北
京
五
輪
出
場

の
た
め
、海
外
遠
征
費
用
調
達
に
苦
労
す
る
姿
を
目
の
あ
た

り
に
し
た
こ
と
だ
。幸
い
彼
は
、地
元
企
業
の
協
力
や
友
人

た
ち
の
支
援
で
資
金
調
達
を
成
功
さ
せ
た
が
、そ
れ
が
で
き

ず
に
夢
や
才
能
を
あ
き
ら
め
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
に
大
き
な
課
題
を
感
じ
て
い
た
。

　

そ
し
て
数
年
後
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
大
会
で
、フ

ァ
ン
が
氷
上
の
優
勝
選
手
に
向
け
て
花
束
や
ぬ
い
ぐ
る
み

を
投
げ
入
れ
る
シ
ー
ン
を
見
て
、ふ
と
思
っ
た
の
だ
。ス
ポ

ー
ツ
を
見
た
と
き
の
賞
賛
や
感
動
を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た「
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
」と
い
う
か
た
ち
で
贈
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、ア
ス
リ
ー
ト
に
も
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
も
ウ

ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
仕
組
み
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ト
は
、創
業
か
ら
２
年
強

が
経
ち
、プ
ロ
野
球
、サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
、バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、約
70
チ
ー
ム
に

導
入
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
進
化
し
て
い
る
。と
く
に
、コ
ロ

ナ
禍
で
収
益
源
や
フ
ァ
ン
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

を
再
定
義
せ
ざ
る
を
得
な
い
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、新
た
な

選
択
肢
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。実
例
を
挙
げ
る

と
、２
０
２
１
年
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
新
入
団
選
手
会
見
を

配
信
し
た
と
こ
ろ
、わ
ず
か
１
時
間
強
で
約
１
２
０
万
円
の

ギ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。プ
ロ
チ
ー
ム
だ
け
で
は

な
い
。東
京
大
学
ア
メ
フ
ト
部
に
は
、開
始
か
ら
３
カ
月
で

１
０
０
万
円
以
上
が
集
ま
っ
た
。

●
き
ど 

こ
う
い
ち
ろ
う
●

１
９
７
４
年
福
岡
県
生
ま
れ
。九
州
大
学
法
学

部
卒
業
。ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社（
当
時
）で

人
事
を
担
当
後
、楽
天
株
式
会
社
で
17
年
間
勤

務
し
、Ｅ
Ｃ
事
業
に
て
全
国
の
地
方
支
社
や
海

外
事
業
の
統
括
な
ど
の
執
行
役
員
を
務
め
る
。

２
０
１
８
年
２
月
よ
り
現
職
。

エ
ン
ゲ
ー
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

城
戸 

幸
一
郎



Bリーグの選手がプロデュース
した花束。一定ポイント以上のギ
フティングでプレゼントされる
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主張・多論百出

　

そ
ん
な
な
か
、昨
秋
、農
林
水
産
省
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、コ

ロ
ナ
禍
で
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
花
き
業
界
の

支
援
に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
の
１
社
に
選
ば
れ
た
。

チ
ー
ム
や
選
手
の
集
客
力
と
ギ
フ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
双
方
向
性
を
も
っ
て
、花
の
需
要
喚
起
に
つ
な

げ
る
施
策
を
真
剣
に
考
え
た
。そ
し
て
、あ
る
一
定
ポ
イ
ン

ト
以
上
の
ギ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
と
、選
手
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
花
束
が
自
宅
や
家
族
に
届
く
、も
し
く
は
自
分
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
花
束
を
選
手
に
贈
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
プ
ラ
ン
に
た
ど
り
着
い
た
。花
は
、花
き
小
売
チ
ェ
ー

ン
な
ど
を
営
む
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ラ
ワ
ー
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン（
富
山
市
）を
通
じ
て
、全
国
の
花
の
生
産
者
か

ら
調
達
す
る
。チ
ー
ム
や
選
手
は
収
益
を
得
ら
れ
、ユ
ー
ザ

ー
は
花
束
を
通
じ
て
選
手
と
交
流
で
き
る
。そ
し
て
、花
き

業
界
に
と
っ
て
は
生
産
者
支
援
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ス
の
解
消

に
な
り
、当
社
も
含
め
た
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
な
座
組
み
が
成
立
す
る
の
だ
。

　

エ
ン
ゲ
ー
ト
と
契
約
す
る
約
半
数
の
チ
ー
ム
で
合
計
50

回
以
上
も
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
人
気
企
画
か
ら
、第
一
次
産

業
を
支
援
す
る
、さ
ら
な
る
可
能
性
が
見
え
て
来
た
。私
は

前
職
で
Ｅ
コ
マ
ー
ス
に
か
か
わ
り
、地
方
の
商
品
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全
国
で
売
れ
、地
方
企
業
が
元
気
に
な

る
事
例
を
数
多
く
見
て
き
た
。人
口
が
減
り
、商
店
街
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
も
閉
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、ス
ポ
ー
ツ
ギ
フ
テ
ィ

ン
グ
は
地
方
の
農
畜
産
物
や
名
産
品
の
活
路
を
見
出
す
手

段
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

　

欧
米
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
よ
う
に
、そ
の
地
方
の
顔
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
事
例
は

日
本
で
は
少
な
い
が
、ギ
フ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た

商
品
訴
求
効
果
を
持
ち
得
る
と
い
う
意
味
で
、地
域
の
チ
ー

ム
や
地
方
出
身
の
選
手
に
よ
る
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
版
モ
デ

ル
が
成
り
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

ギ
フ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通

じ
た
地
方
の
農
畜
産
物
や
名
産
品
の
訴
求
が
、結
果
的
に
地

方
創
生
に
つ
な
が
る
新
戦
略
を
、現
在
構
築
中
で
あ
る
。�

ア
ス
リ
ー
ト
に
も
ス
ポ
ー
ツ
ファン
に
も

生
産
者
に
も
ウ
ィ
ン・ウ
ィ
ン
の
仕
組
み



持
続
す
る
海
で
の
生
活

　

私
は
三
陸
気
仙
沼
湾
で
カ
キ
の
養
殖
業
を
営
む
一
漁

民
で
あ
る
。

　

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は「
震
災
後
に
立
ち
上

げ
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
」で
あ
る
。だ
が
漁

民
に
と
っ
て
の「
ま
ち
づ
く
り
」の
概
念
は
陸お

か
と人（

陸
で

働
い
て
い
る
人
の
意
）の
そ
れ
と
は
少
々
異
な
る
。

　

未
曽
有
の
大
被
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
な
ん
と
か
乗
り
越
え
、海

で
の
生
活
が
継
続
で
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
継
続
性
が
、何
故
、可
能
で
あ
っ
た
の
か
を
記

さ
せ
て
い
た
だ
く
。そ
れ
は
漁
民
に
と
っ
て
の「
ま
ち

づ
く
り
」を
語
る
こ
と
に
通
じ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

本
文
を
理
解
す
る
に
は
基
礎
的
な
知
識
が
必
要
で
あ

る
。

　

カ
キ
、お
よ
び
、ホ
タ
テ
貝
な
ど
二
枚
貝
の
養
殖
業

が
持
続
性
の
あ
る
こ
と
の
最
大
の
理
由
は
、漁
師
が
、餌
、

肥
料
な
ど
を
全
く
与
え
る
必
要
が
無
い
養
殖
業
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、魚
の
養
殖
は
売
り
上
げ
の
６
割
が
餌
代

で
あ
る
。同
じ
養
殖
業
と
言
っ
て
も
天
地
の
差
が
あ
る

の
だ
。

　

宮
城
県
が
、広
島
に
次
い
で
何
故
カ
キ
の
生
産
県
で

あ
る
か
と
言
え
ば
、北
上
川
河
口
の
石
巻
湾
で
天
然
の

種
苗
が
採
れ
る
か
ら
で
あ
る
。宮
城
県
で
採
れ
る
の
で

「
宮
城
種
」と
言
わ
れ
て
い
る
が
、国
内
は
元
よ
り
、ア

メ
リ
カ
東
海
岸
、フ
ラ
ン
ス
、韓
国
、中
国
な
ど
、世
界

で
生
産
さ
れ
て
い
る
カ
キ
の
ほ
と
ん
ど
が
宮
城
種
な
の

で
あ
る
。

　

カ
キ
の
産
地
は
、世
界
中
、河
川
水
と
海
水
が
入
り

混
じ
る
汽
水
域
で
あ
る
。河
川
水
に
含
ま
れ
る
森
の
養

分
が
、カ
キ
の
餌
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生

に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

流
域
面
積
日
本
４
位
の
北
上
川
が
石
巻
湾
に
注
い
で

い
る
。北
上
川
流
域
の
、ブ
ナ
、ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉

樹
の
森
林
の
腐
葉
土
の
中
に
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
発
生
の
養

分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　

カ
キ
養
殖
漁
民
に
と
っ
て
の「
ま
ち
」と
は
そ
の
海

に
注
ぐ
川
の
流
域
を
指
す
。カ
キ
養
殖
業
を
可
能
な
ら

し
め
る
、汽
水
域
の
環
境
を
ど
う
整
え
る
か
が「
ま
ち

づ
く
り
」な
の
で
あ
る
。こ
こ
さ
え
し
っ
か
り
整
え
て

お
け
ば
、一
般
的
な
ま
ち
づ
く
り
は
、二
次
、三
次
的
な

テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。森

は
海
の
恋
人
運
動

　

今
春
か
ら
全
国
で
使
用
さ
れ
る
、中
学
１
年
生
の
国

語
の
教
科
書（
教
育
出
版
株
式
会
社
）に
、拙
文
が
載
っ

て
い
る
。タ
イ
ト
ル
は「
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る
」

で
あ
る
。

　

汽
水
域
に
発
生
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
養
分
が
、

森
林
の
腐
葉
土
の
中
で
生
成
さ
れ
る「
フ
ル
ボ
酸
鉄
」と

い
う
も
の
だ
。そ
れ
を「
魔
法
つ
か
い
」と
表
現
し
た
の

で
あ
る
。

　

話
は
40
年
前
に
遡
る
。高
度
成
長
経
済
の
美
名
の
元
、

河
川
の
流
域
の
環
境
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
、そ
の
つ
け

4

4

は
汽
水
域
に
集
中
し
た
。

ブ
ナ
・
ナ
ラ
、落
葉
広
葉
樹
の
森
を
育
て

汽
水
域
の
海
人
の
生
業
を
持
続
す
る

宮
城
県
気
仙
沼
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海
の
恋
人 

理
事
長

畠は
た
け

山や
ま 

重し
げ

篤あ
つ
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中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
三
陸
気
仙
沼
湾
も
そ
の
例
に

漏
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
森
林
だ
が
、太
平
洋
戦
争
で
森
林
が
荒
廃
し
経

済
の
復
活
の
名
の
元
、国
の
拡
大
造
林
計
画
が
国
中
で

動
き
出
し
た
。木
材
の
不
足
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。ス

ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
の
一
斉
造
林
で
あ
る
。

　

小
学
生
も
植
林
に
駆
り
出
さ
れ
た
ほ
ど
の
国
家
的
事

業
で
あ
る
。全
国
植
樹
祭
の
起
源
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

ス
ギ
は
１
㌶
当
た
り
苗
を
３
０
０
０
本
植
え
る
。20

～
30
年
し
て
間
伐
し
、そ
れ
を
売
っ
て
そ
れ
ま
で
の
経

費
を
稼
ぐ
。50
年
ほ
ど
の
長
径
木
は
高
価
で
あ
っ
た
。と

こ
ろ
が
、貿
易
の
自
由
化
、為
替
の
問
題
が
発
生
し
外

材
を
輸
入
し
た
方
が
安
い
と
い
う
大
問
題
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き
た
ス
ギ
山
が
価
値

の
無
い
も
の
と
化
し
た
の
だ
。

　

放
置
さ
れ
た
ス
ギ
山
は
悲
惨
だ
っ
た
。間
伐
が
前
提

で
植
林
さ
れ
苗
と
苗
と
の
間
隔
が
狭
い
。枝
と
枝
が
混

み
合
い
、陽
の
光
が
入
ら
な
く
な
り
、下
草
が
植
え
な
い
。

雨
が
降
る
と
土
砂
が
川
か
ら
海
へ
と
流
れ
出
す
。海
は

た
ち
ま
ち
泥
水
で
ま
っ
茶
色
と
な
っ
た
。保
水
力
の
無

い
山
は
洪
水
の
原
因
と
な
り
ダ
ム
建
設
と
い
う
負
の
連

鎖
と
な
る
。

　

川
の
流
域
に
は
農
民
の
生
活
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
も
、近
代
農
学
の
影
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

農
薬
、除
草
剤
な
ど
の
問
題
だ
。レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー

ソ
ン
が『
沈
黙
の
春
』と
い
う
本
を
記
し
て
警
告
し
た

こ
と
は
歴
史
に
残
っ
て
い
る
。

　

工
場
か
ら
の
廃
水
問
題
も
あ
る
。川
の
流
域
に
お
こ

る
諸
々
の
問
題
は
、全
部
河
口
の
汽
水
域
の
問
題
と
な

る
。

　

こ
う
し
て
、日
本
中
の
沿
岸
域
で
生
計
を
立
て
て
い

た
多
く
の
漁
師
は
陸
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
気
仙
沼
の
漁
師
は
踏
み
止
ま
っ
た
。陸
人
に
は

な
ら
ず
海う

み

人と

の
道
を
貫
き
通
し
た
の
で
あ
る
。

汽
水
域
の
生
態
系

　

こ
こ
で
大
き
な
壁
の
存
在
に
気
が
付
く
の
で
あ
る
。

縦
割
行
政
だ
。気
仙
沼
市
は
岩
手
県
と
の
県
境
で
あ
る
。

海
は
宮
城
県
だ
が
、湾
に
注
ぐ
二
級
河
川
の
ほ
と
ん
ど

は
岩
手
県
な
の
だ
。県
境
の
壁
は
思
っ
て
い
る
よ
り
高

い
。

　

学
問
の
世
界
も
縦
割
だ
っ
た
。生
態
学
で
も
海
は
水

産
学
、川
は
河
川
生
態
学
、農
業
は
農
学
、山
は
林
学
と

も
の
の
見
事
に
別
れ
て
い
る
。

　

行
政
に
こ
の
よ
う
な
難
解
な
問
題
を
相
談
し
て
も
い

畠山 重篤　はたけやま しげあつ NPO法人森は海の恋人
宮城県気仙沼湾にて家業のカ
キ・ホタテの養殖に従事。湾内
の環境悪化により「森は海の恋
人」をキャッチフレーズに、湾
に注ぐ大川上流の室根山へ植
樹運動を始める。また、環境教
育のため体験学習を積極的に
行い、それらの活動に対し表
彰・受賞多数。2004年には宮
沢賢治イーハトーブ賞、河北文
化賞受賞。水山養殖場代表取締
役、京都大学フィールド科学教
育研究センター社会連携教授。

環境教育・森づくり・自然環境保全
の3分野を主な活動分野とする。さ
まざまな環境問題が深刻になりつ
つある現在、自然環境を良好な状態
にできるか否かは、そこに生活する
人々の意識にかかっている。
　普段の生活でほとんど省みられ
ることのない自然の雄大な循環・繋
がりに焦点を当てた事業を展開し、
森にあって海を、海にあって森を、
そして家庭にあって生きとし生ける
ものすべての幸せを思える人材を
社会に提供している。

上　�筆者。「山に木を植えることはもちろん大事だが、もっとも大切な
のは人の心に木を植えること」

下　植林は、1989年から30年以上続く
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や
な
顔
を
さ
れ
る
。学
者
も
分
野
が
違
う
と
相
手
に
し

て
く
れ
な
い
。そ
の
上
、河
口
か
ら
わ
ず
か
８
㌔
メ
ー

ト
ル
地
点
に
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
い
う
大
問
題
が
持
ち

上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

カ
キ
養
殖
業
者
と
し
て
若
い
頃
か
ら
全
国
の
汽
水
域

を
訪
れ
て
い
た
。そ
の
海
に
注
ぐ
河
川
に
ダ
ム
や
河
口

堰
が
建
設
さ
れ
る
と
、た
ち
ま
ち
汽
水
域
が
枯
れ
て
し

ま
う
の
を
こ
の
目
で
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、ダ
ム
の
無
い
唯
一
の
一
級
河
川

で
あ
っ
た
長な

が

良ら

川（
岐
阜
県
）に
河
口
堰
を
建
設
す
る

と
い
う
大
問
題
が
起
き
て
い
た
。開
高
健
氏
な
ど
を
先

頭
に
す
ご
い
数
の
カ
ヌ
ー
が
集
り
反
対
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
様
子
を
う
か
が
い
に
行
く
と

岐
阜
大
学
の
先
生
が
反
対
理
由
を
述
べ
て
い
た
。「
サ
ツ

キ
マ
ス
」と
い
う
魚
が
上
が
れ
な
く
な
る
と
い
う
の
で

あ
る
。そ
れ
を
聞
い
て
こ
れ
は
負
け
る
と
感
じ
た
。

　

魚
道
を
造
る
と
言
わ
れ
る
と
、反
対
理
由
が
弱
ま
る

の
で
あ
る
。伊
勢
湾
の
生
物
生
産
に
長
良
川
の
河
川
水

が
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
持
っ
て

反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。縦
割
の
悲
し

さ
。岐
阜
大
学
に
は
水
産
学
部
は
な
い
の
で
あ
る
。案
の

定
、建
設
省
に
強
行
さ
れ
、長
良
川
は
堰
き
止
め
ら
れ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
河
口
域
を
訪
れ
て
み
る
と
、日
本
有

数
の
シ
ジ
ミ
の
生
産
地
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

心
優
し
い
上
流
域
の
人
々

　

力
の
弱
い
カ
キ
漁
師
が
立
ち
向
う
に
は
余
り
に
も
テ

ー
マ
が
大
き
過
ぎ
る
。だ
が
動
き
出
し
て
み
る
と
賛
同

し
て
く
れ
る
人
が
次
々
に
現
れ
た
。

　

大
川
の
源
流
部
は
岩
手
県
室
根
村（
現
、一
関
市
室

根
町
）で
あ
る
。村
の
象
徴
で
あ
る
室
根
山
の
神
社
に
は
、

秋
大
祭
が
あ
る
。そ
の
時
、こ
の
山
が
海
か
ら
見
え
る

所
ま
で
船
を
沖
に
出
し
、そ
こ
の
海
水
を
汲
ん
で
神
社

に
お
捧
げ
す
る
。そ
の
塩
で
御
神
体
を
清
め
、お
祭
り

が
は
じ
ま
る
の
だ
。１
２
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
。こ
の

海
水
を
汲
む
役（
お
塩
役
）が
私
の
住
む
気
仙
沼
市
舞も

う

根ね

地
区
な
の
で
あ
る
。

　

昔
の
人
は
こ
の
よ
う
な
型
で
、森
の
民
と
海
の
民
を

結
び
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

室
根
山
は
海
か
ら
は
っ
き
り
見
え
る
目
印
で
あ
る
。

ハ
イ
テ
ク
機
器
の
無
か
っ
た
時
代
、航
海
は
海
か
ら
見

え
る
山
の
型
を
頼
り
に
し
た
。山
測
り
と
い
う
。だ
か

ら
室
根
山
は
漁
民
に
と
っ
て
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　

村
長
に
漁
民
の
立
場
を
説
明
し
て
協
力
を
願
っ
た
。

室
根
山
山
頂
部
の
海
か
ら
見
え
る
地
点
に
、漁
民
の
森

を
造
り
た
い
の
で
協
力
願
え
な
い
か
と
相
談
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
て
１
９
８
９
年
９
月
、室
根
山
に
ブ
ナ
、ナ

ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
植
林
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　

合
い
言
葉
は「
森
は
海
の
恋
人
」。こ
の
言
葉
に
呼
応

す
る
よ
う
に
植
樹
祭
に
は
全
国
か
ら
参
加
者
が
増
え

１
０
０
０
人
を
越
す
人
々
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
筑
波
大
附
属
小
学
校
の
社
会
科
の
先
生

が
い
た
。海
か
ら
森
を
俯
瞰
し
て
見
る
と
い
う
発
想
は
、

自
然
科
学
だ
け
で
な
く
人
間
を
見
つ
め
る
と
い
う
意
味

が
あ
る
。と
て
も
教
育
的
な
の
で
あ
る
。筑
波
大
附
属

の
先
生
は
教
科
書
を
記
す
る
立
場
に
あ
る
。な
ん
と
い

っ
て
も「
森
は
海
の
恋
人
」と
い
う
合
言
葉
は
、子
ど
も

た
ち
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。社
会
、理
科
、道
徳
、国
語
、

高
校
の
英
語
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、北
海
道
大
学
水
産
学
部
教
授
松
永
勝
彦
先

生
と
の
出
会
い
に
よ
り
、森
と
川
と
海
と
の
科
学
的
な

エ
ビ
デ
ン
ス
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

植
物
が
育
つ
に
は
養
分
が
必
要
だ
が
、第
一
義
的
に

鉄
分
が
重
要
で
あ
る
。だ
が
鉄
は
酸
素
と
出
合
う
と
酸

化
し
て
、粒
子
と
な
り
海
底
に
沈
ん
で
し
ま
う
。だ
か

ら
海
は
貧
鉄
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、汽
水
域
は
沖
合
の
海
に
比
べ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
発
生
が
、30
～
１
０
０
倍
も
多
い
。そ
の
こ
と
の
解

明
を
松
永
先
生
が
世
界
で
初
め
て
解
明
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

森
林
の
腐
葉
土
の
中
で
、フ
ル
ボ
酸
と
い
う
キ
レ
ー

ト
物
質
が
生
ま
れ
る
。鉄
と
の
親
和
性
が
よ
く
、鉄
に

付
着
し
て
、フ
ル
ボ
酸
鉄
に
な
る
。こ
の
型
に
な
る
と

酸
化
せ
ず
、し
か
も
水
に
浮
く
。こ
う
し
て
川
か
ら
海

に
鉄
が
供
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

気
仙
沼
湾
に
調
査
に
来
て
い
た
だ
い
て
、大
川
と
気

仙
沼
の
生
物
生
産
と
の
関
わ
り
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
。

な
ん
と
、気
仙
沼
湾
の
生
物
生
産
の
８
割
方
は
大
川
が

も
た
ら
す
養
分
で
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。そ
し
て
ダ
ム
計
画
は
中
止
と
な
っ
た
。

　

10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
に
よ
っ
て

海
か
ら
生
物
の
姿
が
消
え
た
。誰
も
が
海
は
死
ん
だ
と

思
っ
た
の
で
あ
る
。２
カ
月
後
、京
都
大
学
の
魚
類
学
の

権
威
、田
中
克ま

さ
る

先
生
が
調
査
に
来
ら
れ
た
。

　

プ
ラ
ン
ク
ネ
ッ
ト
を
引
っ
ぱ
り
、顕
微
鏡
を
の
ぞ
い

た
先
生
が
こ
う
言
っ
た
。「
畠
山
さ
ん
安
心
し
て
下
さ
い
、

カ
キ
が
食
い
き
れ
な
い
ほ
ど
、プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
い
ま

す
。森
は
海
の
恋
人
の
勝
利
で
す
」と
。

　

こ
れ
以
上
の「
ま
ち
づ
く
り
」は
あ
ろ
う
か
。�
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わ
が
国
の
畜
産
業
は
、担
い
手
の
減
少
や
高
齢

化
の
進
行
な
ど
に
よ
っ
て
農
家
戸
数
が
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

畜
産
業
が
担
い
手
の
意
欲
と
能
力
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
魅
力
的
な
産
業
と
し
て
持
続
的
な
生
産
と
発

展
を
図
る
た
め
に
は
、作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
に

よ
る
労
働
負
担
の
軽
減
と
労
働
力
の
確
保
な
ど
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
対
応
す
る
た
め
、農
林
水
産
省

は
２
０
１
３
年
に「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け

た
研
究
会
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の

先
端
技
術
を
活
用
し
て
、超
省
力

化
や
高
品
質
生
産
な
ど
を
可
能
に

す
る
新
た
な
方
策
を
提
示
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
は
急
速
に

発
展
し
て
い
ま
す
。畜
産
を
含
む

ス
マ
ー
ト
農
業
に
お
け
る
技
術
革

新
は
め
ざ
ま
し
く
、大
規
模
な
経

営
体
で
は
最
新
技
術
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
お
り
、さ
ら
な
る
導
入
の
本
格
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
で
は
、乳
牛
の
首
や
足
首
に
装
着
さ
れ
た
個

体
識
別
タ
グ
に
よ
り
、乳
牛
の
飼
養
管
理
に
関
わ
る

情
報
が
管
理
さ
れ
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、

給
餌
機
な
ど
の
運
用
や
、乳
牛
の
発
情
発
見
や
繁
殖

管
理
な
ど
に
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

と
く
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、餌
で
誘
導
し
て
牛
を

搾
乳
ス
ト
ー
ル
に
移
動
さ
せ
、乳
頭
の
洗
浄
や
ミ
ル

カ
ー
の
取
り
付
け
な
ど
搾
乳
作
業
の
す
べ
て
が
自
動

化
さ
れ
て
お
り
、通
常
朝
夕
２
回
の
搾
乳
を
人
に
代

わ
っ
て
お
こ
な
い
ま
す
。

　

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
最
大
の
長
所
は
、毎
日
の
管
理

作
業
時
間
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
る
搾
乳
作
業
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、１
日
２
回
以
上
の
多
頻
度
の
自

動
搾
乳
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

乳
量
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、乳
牛
の
繁
殖

や
健
康
、給
餌
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
、一
元
的
に
収

集
・
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
乳

牛
の
自
発
的
行
動
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、活
動
性
の
低
下
に
よ

り
搾
乳
ス
ト
ー
ル
を
訪
れ
な
い

牛
や
搾
乳
が
で
き
な
い
牛
が
発

生
す
る
と
、搾
乳
ス
ト
ー
ル
へ
追

い
込
む
作
業
や
、搾
乳
機
装
着
の

た
め
に
人
為
的
に
介
助
す
る
作

業
が
必
要
と
な
り
、省
力
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

効
果
的
な
運
用
の
た
め
に
は
、未
搾
乳
牛
や
搾
乳
失

敗
牛
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。そ
こ
で
搾
乳
牛
の
乳
頭
・
乳
房
の
形
状
、位

置
お
よ
び
高
さ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、搾
乳
ロ
ボ

ッ
ト
に
適
合
し
な
い
乳
牛
を
淘
汰
・
除
籍
し
、搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
に
適
合
す
る
牛
群
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
課

題
に
な
り
ま
す
。

　

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
駆
使
す
る
ス
マ
ー
ト
酪
農
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、技
術
が
効
果
的
に
活
用
で
き
る
管

理
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。�

日本政策金融公庫
テクニカルアドバイザー

加茂 幹男

ＩＣＴ技術活用の条件

連載 第225回

かも みきお
1950年北海道生まれ。岩手大学農業機械学科卒業
後、農林省東北農業試験場入省。農林水産技術会議
事務局、（独）農研機構近畿中国四国農業研究セン
ター四国農業研究監、（独）農研機構畜産草地研究
所草地研究監などを経て、2010年から日本政策金
融公庫に勤務。専門は畜産草地で、主な研究対象は
飼料の収穫・調製・給与など。

搾乳が終わり、搾乳ロボットから出る乳牛
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奈
良
県
の
吉
野
地
方
は
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
林
業
地
帯
だ
。吉
野
の

林
業
を
考
え
る
こ
と
は
、木
の
文
化
の
重
要
性
や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
考
え
な
お
す
、き
っ
か
け
に
な
る
―
―
。

く
の
質
問
が
あ
り
、活
発
な
や
り
取
り

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、吉
野
林
業
、

地
域
振
興
に
つ
い
て
勉
強
に
な
っ
た
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
題
の
講
演
を
誌
上
に
再
録
し
ま
す

（
１
月
28
日
、於
：
奈
良
市
、参
加
者
：
林

業
関
係
者
29
人
）。

産
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
多
様

な
業
態
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。林
業
関

係
者
が
一
丸
と
な
り
林
業
発
展
の
み
ち

を
探
っ
て
き
ま
し
た（
表
）。

　

今
年
度
は
、「
吉
野
林
業
」を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
ま
し
た
。登
壇
者
に
参
加
者
か
ら
多

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
吉
野

林
業
で
は
、持
続
可
能
な
林
業
を
め
ざ

そ
う
と
、伝
統
を
打
ち
破
る
独
自
の
取

り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
小
規
模
林
業
を
実
現
す
る
山
守
制
度

が
吉
野
林
業
の
特
徴
で
あ
る
。森
林
管

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
近
畿
地
区
林
業

友
の
会（
事
務
局
：
日
本
公
庫
近
畿
地
区

総
括
課
）は
、１
９
８
９
年
に
設
立
さ
れ
、

今
年
で
32
年
に
な
る
歴
史
あ
る
会
で
す
。

　

こ
の
会
は
、奈
良
県
・
吉
野
で
林
業
を

営
む
清
光
林
業
株
式
会
社（
大
阪
府
大

阪
市
）の
岡
橋
清
元
会
長（
当
時
）が
発

起
人
と
な
り
、会
の
趣
旨
に
賛
同
し
た

近
畿
管
内
の
吉
野
、北
山
、丹
波
、紀
伊

な
ど
主
な
林
業
地
の
山
持（
山
林
所
有

者
）で
あ
る
林
業
家
約
10
社
が
発
足
メ

ン
バ
ー
と
な
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
代
に
合
う
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
テ
ー
マ

で
開
催
し
て
き
た
講
演
会
は
、近
年
で

は
山
持
以
外
に
も
林
産
加
工
、素
材
生

理
を
お
こ
な
う
山
守
は
、山
持
か
ら
報

酬
と
し
て
山
守
料
を
得
た
。山
守
の
高

い
育
林
技
術
に
よ
っ
て
吉
野
の
材
木
は

高
値
で
取
引
さ
れ
た
。間
伐
材
は
山
守

が
買
い
取
り
有
利
に
販
売
し
た
。主
伐

材
の
価
値
が
高
ま
り
、間
伐
材
か
ら
も

収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
選
木
を
山
守

が
す
る
こ
と
で
、吉
野
林
業
は
持
続
可

能
な
森
林
管
理
を
実
現
、森
林
の
公
益

的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、１
９
８
０
年
代
終
わ
り
か

ら
、材
価
は
低
迷
、山
守
の
後
継
者
が
い

な
い
な
ど
、山
元
の
衰
退
が
顕
著
に
な

っ
た
。戦
後
は
１
本
１
本
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
っ
て
山
か
ら
集
材
し
て
い
た
が
、

い
ま
で
は
１
社
の
み
だ
。

　

良
質
な
木
材
の
価
格
下
落
は
、大
工

や
工
務
店
な
ど
地
域
雇
用
や
地
域
経
済

の
衰
退
に
つ
な
が
る
。ま
た
日
本
の
木

の
文
化
を
失
い
か
ね
な
い
。

山
持
は
山
に
入
ら
な
い
の
が
常
で

あ
る
な
か
、代
々
続
く
山
持
の

現
当
主
・
岡
橋
清
元
さ
ん
と
弟
の
清
隆

さ
ん
は
、み
ず
か
ら
ユ
ン
ボ
を
購
入
し

路
網
を
整
備
、材
の
流
通
シ
ス
テ
ム
の

改
善
な
ど
に
取
り
組
み
、山
守
が
戻
る

基
盤
づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
た
。

　

追
随
者
も
現
れ
、数
年
前
に
は「
吉
野

山
主
有
志
の
会
」が
設
立
さ
れ
、「
大
和

森
林
管
理
協
会
」が
事
務
局
を
担
当
し

て
い
る
。こ
れ
ま
で
共
同
作
業
道
の
開

吉
野
の
森
を

持
続
可
能
な
林
業
へ

未
来
へ
つ
な
ぐ講

演吉
野
林
業
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら

愛
媛
大
学
名
誉
教
授

一
般
社
団
法
人 

大
和
森
林
管
理
協
会 
代
表
理
事�

　
泉
　
英
二
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持続可能な林業へ―吉野の森を、未来へつなぐ―

年 度 テーマ
1989 国産材時代の到来と世界の林業
1990 日米構造協議の意味するところ
1991 林業労働力の予測
1992 林業労働力の確保
1993 海外木材需給状況と国産材の関係
1994 長伐期施業
1995 阪神大震災における木造住宅などの被害状況と今後の対応
1996 木材産業のこれからの方向性
1997 日本の林業の今後の見通し
1998 低コストな合自然的林業
1999 住まいと木材
2000 時代の気分と世代の気分
2001 森林のための木材流通ネットワーク
2002 山林経営と税金
2003 新しい森林の価値を求めて　森林資源の証券化の試案
2004 国産材の逆襲　国内消費を呼び戻すための戦略・戦術
2005 木材の化学的特性と資源としての特有性
2006 “林業再生” 最後の挑戦
2007 国産材を活用した木質構造材の可能性と今後の林業スタイル
2008 公庫林業関係資金の制度・運用　意見交換会
2009 木材産業の現状と課題
2010 カーボンオフセット・クレジット制度とその事例の紹介
2011 住宅業界の現状と今後の展望
2012 ガンバレ!! 日本の林業

2013 森林・林業の再生における木材利用拡大の現状と今後の展開
木質バイオマス発電事業における燃料調達の課題

2014 森林資源の利用は、地球環境を救う
2015 新たな架線集材システム

2016 コンテナ苗の現状と課題
オオカミ再導入によるシカ森林被害抑制の可能性

2017 水を育む森づくり　サントリー天然水の森の活動

2018 地域経済の自立・発展に必要なビジネスの視点
林業専門経営コンサルタントの提言

2019 里山機能の重要性
ヨーロッパの建築にみる今後の木材利用の可能性

2020 吉野林業の歴史とこれから
奥大和の魅力、創出と発信

い
る
。ほ
と
ん
ど
が
山
間
地
域
で
主
要

産
業
は
吉
野
林
業
に
代
表
さ
れ
る
林
業

だ
。

　

こ
の
エ
リ
ア
に
、い
か
に
移
住
・
定
住

者
を
増
や
し
て
い
く
か
が
、私
に
課
せ

ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、奥
大
和
を
認

知
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。次

に
、関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
方
に
実

際
に
来
て
も
ら
う
。そ
の
よ
う
に
し
て

奥
大
和
に
関
わ
り
を
持
つ
方
を
徐
々
に

増
や
し
て
い
く
。

　

流
れ
と
し
て
は
、認
知
→
交
流
→
関

係
人
口
の
創
出
→
二
地
域
へ
居
住
→
移

住
→
定
住
と
な
る
。こ
の
流
れ
は
逆
三

解
し
、木
の
文
化
の
重
要
性
を
考
え
る

人
た
ち
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
は
、持
続
的
な
林
業
の
実
現
に
プ

ラ
ス
に
働
く
だ
ろ
う
。

　

今
後
は
、奈
良
県
内
で
吉
野
材
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
や
現
代
版
・
山
守

の
育
成
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

奥
大
和
地
域
と
は
、奈
良
県
の
東
部
・
南

部
の
19
市
町
村
を
指
す
。人
口
は
県
全

体
の
10
％
、面
積
で
は
80
％
を
占
め
て

設
や
、吉
野
材
の
高
価
格
販
売
を
め
ざ

し
感
性
が
評
価
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
な
ど

欧
州
へ
の
輸
出
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

需
要
に
対
し
て
山
元
か
ら
対
応
し
、

ス
ト
ッ
ク
を
有
利
に
生
産
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。木
の
す
ば
ら
し
さ
を
理

　

奈
良
県
庁
で
主
に
地
域
振
興
の
仕
事

に
携
わ
り
、こ
こ
10
年
は
奥お

く

大や
ま
と和

地
域

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
き
た
。

角
形
と
な
っ
て
お
り
、認
知
を
大
き
く

し
て
い
か
な
い
と
、移
住
・
定
住
が
増
え

て
こ
な
い
。

　

ま
た
、認
知
を
い
か
に
広
げ
る
か
に

当
た
っ
て
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
方

が
重
要
と
な
る
。当
県
で
は
、モ
ノ
づ
く

り
、イ
ベ
ン
ト（
関
係
人
口
創
出
）、魅
力

発
信（
観
光
）、人
材
育
成
の
４
分
野
と
、

農
林
業
、デ
ザ
イ
ン
、食
な
ど
14
ジ
ャ
ン

ル
に
分
け
、各
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
認
知

の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
仕
掛
け

て
い
る
。一
例
を
挙
げ
る
と
、大
阪
の
百

貨
店
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
家
具

や
木
工
品
な
ど
展
示
・
販
売
会
開
催
が

あ
る
。私

が
こ
う
し
た
仕
事
を
し
て
い
く

う
え
で
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、

人
と
の
出
会
い
、つ
な
が
り
で
あ
る
。人

の
つ
な
が
り
が
、仕
事
の
つ
な
が
り
を

生
む
。個
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
発
端
と
な

り
、大
き
な
仕
事
に
つ
な
が
る
。

　

最
近
で
は
、百
貨
店
の
催
事
が
き
っ

か
け
と
な
り
、と
あ
る
企
業
の
社
屋
改

修
工
事
に
、大
規
模
か
つ
効
果
的
に
奥

大
和
・
吉
野
の
木
材
を
活
用
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
、奥
大
和
の
豊
か
な
恵
み
や

人
々
の
暮
ら
し
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
、地
道
な
活
動
を
続
け
て

い
く
。�

�

（
近
畿
地
区
総
括
課
、情
報
企
画
部
）

表 林業友の会が開催してきた講演 講
演奥

大
和
の
魅
力
、
創
出
と
発
信

奈
良
県
総
務
部
知
事
公
室 

次
長

奥
大
和
移
住
・
交
流
推
進
室
長�

　
福
野 

博
昭
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う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
農
業
法
人
協

会
が
主
催
す
る
40
歳
代
を
中
心
と
し
た

若
手
農
業
経
営
者
の
集
ま
り
で
あ
る
担

い
手
会
の
研
修
に
、本
店
審
査
部
専
門

デ
ス
ク
が
講
師
と
し
て
参
加
。財
務
会

計
や
管
理
会
計
の
重
要
性
、金
融
機
関

と
の
信
頼
関
係
の
築
き
方
、融
資
判
断

の
着
眼
点
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
経
営
の
現
状
や
目

標
を
透
明
性
を
持
っ
て
数
字
で
説
明
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
わ
か
っ
た
」「
従
業

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
悩
み

な
ど
も
相
談
で
き
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、於
：
郡
山
市
、参
加
者
：

担
い
手
会
会
員
10
人

　

山
口
県
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
、農
業
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
井
﨑
敏
彦
氏
が
登
壇
。「
農
業

経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
動
の

留
意
点
」を
テ
ー
マ
に
話
を
し
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
で
の
普
及
員
時
代
の
経
験
を

基
に
、農
業
者
自
身
が
気
付
い
て
い
な
い

優
れ
た
点
を
見
つ
け
、ア
ド
バ
イ
ス
に
つ

な
げ
る
重
要
性
を
力
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
農
業
者
か
ら
課
題
解

決
策
を
引
き
出
す
力
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
に
改
め
て
気
が
付
い
た
」な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、於
：
山
口
市
、参
加
者
：
山

口
県
内
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
他
14

人（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
10
人
含
む
）

　
「
第
９
回 

食
と
農
を
結
ぶ
交
流
フ
ォ

ー
ラ
ム
」を
県
農
業
法
人
協
会
と
共
催
。

積
極
的
な
販
路
開
拓
に
よ
り
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
克
服
し
た
農
業
者
の
事
例
発
表

の
後
、株
式
会
社
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ

代
表
取
締
役
高
橋
博
之
氏
が
リ
モ
ー
ト

で
講
演
し
ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
、進
む
都
市
部
と
地
方
の

分
断
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、自
身
の
経
験

を
交
え
て
話
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は「
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
も
発

想
を
変
え
て
対
応
で
き
る
こ
と
を
学
ん

だ
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、於
：
鹿
児
島
市
、参
加
者
：

農
業
法
人
・
食
品
企
業
な
ど
94
人（
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
19
人
含
む
）

　

就
農
前
後
の
農
業
研
修
生
や
認
定
新

規
就
農
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
県
主
催

の
勉
強
会「
下
北
地
域
新
規
就
農
者『
農

業
力
』養
成
塾
」に
公
庫
が
参
画
。夏
秋

イ
チ
ゴ
・
ニ
ン
ニ
ク
を
生
産
中
、ま
た
は

生
産
予
定
の
参
加
者
に
、事
業
計
画
作

成
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
就
農
前
に
具
体
的

な
事
業
計
画
を
作
成
す
る
機
会
を
つ
く

っ
て
も
ら
い
、非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」

「
就
農
２
年
目
と
な
る
今
年
に
、想
定
よ

り
も
多
い
金
額
の
運
転
資
金
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
、於
：
む
つ
市
、参
加
者
：

認
定
新
規
就
農
者
な
ど
７
人

講義のあと、約２時間にわたり、活発な意見交換が
おこなわれました

「農業者が望むアドバイスとは何か」をテーマに、活
発な意見交換がなされました

高橋氏は「農水産業と食の価値向上のためには相互
理解が重要」と話しました

「就農開始にあたり、自身の計画を考えることがで
きた」との声もありました

福島支店発

山口支店発

鹿児島支店発

青森支店発

若
手
経
営
者
に
金
融
機
関
と
の

付
き
合
い
方
を
講
義

上
級
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

経
営
改
善
支
援
手
法
に
学
ぶ

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
経
営
戦
略
と

ト
レ
ン
ド
」が
テ
ー
マ
の
講
演
会

就
農
前
後
の
農
家
に

事
業
計
画
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明



書評

書
評

読まれてます

　

２
０
１
０
年「
農
と
自
然
の
研
究
所
」が
発
表
し
た

『
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
全
種
リ
ス
ト
』は
、国
会
で
も
取

り
あ
げ
ら
れ
た
。し
か
し
、ま
だ
漏
れ
て
い
る
生
き
も
の

が
あ
っ
た
。そ
れ
を
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
が
改
訂

し
、昨
年
６
３
０
５
種
に
増
え
た
全
種
が
公
開
さ
れ
た
。

　

こ
の
本
は
そ
の
改
訂
を
担
っ
た
人
た
ち
の
専
門
研
究

分
野
の
解
説
書
で
あ
る
。た
と
え
ば
、田
ん
ぼ
に
は
藍ら

ん

藻そ
う

（
藍
色
細
菌
）が
１
２
５
種
も
い
る
。実
は
田
ん
ぼ
の
地

力
窒
素
の
多
く
は
、こ
の
藍
藻
に
よ
っ
て
、空
気
中
の
窒

素
か
ら
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。一
方
、田
ん
ぼ
か
ら
は
メ

タ
ン
菌
に
よ
っ
て
、温
暖
化
ガ
ス
の
メ
タ
ン
が
発
生
し

て
い
る
。田
ん
ぼ
に
立
っ
て
、こ
う
し
た
世
界
を
思
い
浮

か
べ
る
百
姓
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。こ
れ
は
一

例
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
本
で
は
、田
ん
ぼ
の
虫
や
両
生
類
、魚
や
植
物

の
代
表
種
の
生
態
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、そ
の「
全
体
像
」が
は
じ
め
て
記
述
さ
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。田
ん
ぼ
の
世
界
の
深
さ
と
広
さ
が
、

や
っ
と
科
学
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
、と
い
え
る
。

　

つ
い
20
年
前
ま
で
は「
田
ん
ぼ
に
生
物
多
様
性
な
ど

な
い
」と
言
う
人
が
多
か
っ
た
。そ
の
た
め
に
農
業
観
の

転
換
、政
策
転
換
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残

念
で
な
ら
な
い
。多
く
の
農
学
者
が
、有
用
性
に
こ
だ

わ
っ
た
研
究
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
の
20
年
間
に
、地

味
で
は
あ
る
が
着
実
に
調
査
研
究
に
邁
進
し
て
き
た
研

究
者
に
脱
帽
す
る
。

　

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
ろ
う
か
。生
き
も
の
へ
の
情
愛
が
土
台
に
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
。し
か
し
、そ
の
情
愛
を
持
続
さ
せ
た
の

は
、生
き
も
の
の
多
く
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り

ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う
情
動
で
は
な
か
っ
た
か
。そ

れ
は
11
人
の
筆
者
た
ち
が
、生
き
も
の
の
危
機
と
農
業

の
危
機
を
き
ち
ん
と
結
び
つ
け
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
で
も
わ
か
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
学
や
農
政
は
、農
業
が
生
み
だ
し
て

引
き
継
い
で
来
た
自
然
観（
世
界
認
識
）を
、時
代
に
合

う
よ
う
に
表
現
し
て
、国
民
に
伝
え
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。決
し
て
農
学
の
主
流
と
は
い
え
な
い
人

た
ち
が
、そ
れ
に
先
鞭
を
つ
け
て
く
れ
た
。

　

実
は
、こ
の
本
に
は
あ
か
ら
さ
ま
で
は
な
い
が
、百
姓

に
向
け
て
の
厳
し
く
、深
い
問
い
か
け
が
随
所
に
顔
を

出
し
て
い
る
。百
姓
は「
生
物
多
様
性
」に
つ
い
て
、沈

黙
し
て
い
る
時
代
で
は
な
い
。百
姓
に
は
、自
分
の
言

葉
を
探
す
た
め
に
読
ん
で
ほ
し
い
。�

宇
根　

豊

（
百
姓
・
思
想
家
）

こ
の
世
界
を
知
ら
な
い
と
、農
は
語
れ
な
い （京都大学学術出版会・3,600円 税抜）

三省堂書店農林水産省売店（2021年2月1日～2月28日・税抜）

『
な
ぜ
田
ん
ぼ
に
は
多
様
な
生
き
物
が
す
む
の
か
』

大
塚 
泰
介
・
嶺
田 

拓
也 

編

タイトル 著者 出版社 定価
1 農業・農村政策の光と影 荒川 隆／著 全国酪農協会 1,500円
2 農政改革の原点　政策は反省の上に成り立つ 奥原 正明／著 日経BP

日本経済新聞出版本部 1,600円
3 マッキンゼーが読み解く食と農の未来 アンドレ・アンドニアン、

川西 剛史、山田 唯人／著
日経BP
日本経済新聞出版本部 2,000円

4 ゲノム編集食品が変える食の未来 松永 和紀 ／著 ウェッジ 1,500円
5 農業と経済 2021年３月臨時増刊号　ラーメンのフードシステムを読み解く 「農業と経済」編集委員会／編 昭和堂 1,700円
6 東大卒、農家の右腕になる。　小さな経営改善ノウハウ100 佐川 友彦／著 ダイヤモンド社 1,800円
7 フードテック革命 世界700兆円の新産業 「食」の進化と再定義 田中 宏隆、岡田 亜希子、瀬川 明秀／著

外村 仁／監修 日経BP 1,800円
8 地図とデータで見る農業の世界ハンドブック ジャン＝ポール・シャルヴェ／著 原書房 2,800円
9 本当は危ない国産食品　「食」が「病」を引き起こす 奥野 修司／著 新潮社 740円
10 食料危機　パンデミック、バッタ、食品ロス 井出 留美／著 PHP研究所 950円
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。当
時
、松

山
支
店
に
お
り
、そ
の
日
は
宇
和
島
に
出

張
し
て
い
ま
し
た
。携
帯
が
鳴
り「
東
北
で

大
地
震
が
起
き
て
い
る
、津
波
に
注
意
し

ろ
、海
に
近
づ
く
な
」と
の
支
店
か
ら
の
緊

迫
し
た
連
絡
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

今
号
は
、特
集
ほ
か
震
災
関
連
の
企
画

を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。最
近
も
大
き
な
余

震
が
あ
り
ま
し
た
が
、想
定
外
と
い
う
言
葉

は
も
は
や
通
用
し
な
い
よ
う
で
す
。�（
平
野
）

特
集
で
お
伺
い
し
た
舞
台
フ
ァ
ー
ム
と

ア
マ
タ
ケ
。共
通
し
て
い
た
の
は
両
社
の

社
長
が
震
災
か
ら
の
復
興
に
あ
た
り
、と

も
に
社
員
の
方
へ
最
大
限
の
感
謝
を
口
に

さ
れ
て
い
た
こ
と
。震
災
を
は
ね
返
し
抜

本
的
な
改
善
に
取
り
組
ま
れ
た
実
行
力

は
、社
員
の
一
丸
と
な
っ
た
行
動
が
支
え

て
こ
そ
輝
き
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
組
織

運
営
に
も
通
じ
る
両
社
の
取
り
組
み
を
ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。�

（
高
雄
）

12
月
、福
島
県
飯
舘
村
に「
新
農
業

人
」・
山
田
豊
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。広
大

な
放
牧
地
は
、冬
ゆ
え
牛
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、前
日
の
雪
が
日
に
反
射
し
て
一

面
輝
い
て
い
ま
し
た
。「
春
に
は
、あ
の
山
の

斜
面
も
放
牧
地
に
す
る
予
定
で
す
」と
、近

く
の
小
高
い
山
を
指
し
説
明
す
る
山
田
さ

ん
の
瞳
も
、負
け
ず
劣
ら
ず
キ
ラ
キ
ラ
し

て
い
ま
す
。二
つ
の
キ
ラ
キ
ラ
に
村
の
未
来

を
感
じ
ま
し
た
。�

（
城
間
）

昨
年
末「
世
界
最
高
齢
総
務
部
員
」の

ギ
ネ
ス
認
定
を
受
け
た
90
歳
の
女
性
は
、

い
ま
も
エ
ク
セ
ル
を
駆
使
し
て
バ
リ
バ
リ

働
い
て
い
る
と
い
い
ま
す
。そ
の
姿
は
、「
観

天
望
気
」の
五
木
さ
ん
の「
下
山
は
黄
金

期
」と
い
う
言
葉
に
重
な
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。経
験
を
積
ん
だ
世
代
の
知
見
は
宝

物
。若
い
世
代
の
意
欲
や
行
動
力
と
合
わ

せ
れ
ば
、憂
慮
さ
れ
る
社
会
問
題
の
解
決

策
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�（
竹
中
）

♠
読
者
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

西

は
有
明
海
、東
は
御
牧
山
な
ど
山
々
が

連
な
る
、風
光
明
媚
な
福
岡
県
み
や
ま

市
の
職
員
・
宮
本
で
す

。み
や
ま
市
は
、

山
川
み
か
ん
、生
産
量
西
日
本
一
の
セ
ロ

リ
、天
皇
杯
受
賞
の
博
多
な
す
が
と
く

に
有
名
で
、私
は
農
産
物
や
加
工
品
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
注
力
し
て
い
ま
す
。地
元
の

道
の
駅
や
大
都
市
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
、ミ

カ
ン
や
セ
ロ
リ
の
被
り
物
を
し
た
り
、市

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
す
っ
ぴ
ー
」の
着
ぐ

る
み
で
飛
び
跳
ね
た
り（
自
分
の
な
か
で

は
、ふ
な
っ
し
ー
ば
り
で
す
）。お
客
さ
ま

と
話
に
花
を
咲
か
せ
、す
ぐ
に
仲
良
し

に
な
り
ま
す
。

　

本
誌
編
集
者
に
は「
体
、張
っ
て
ま
す

ね
」と
び
っ
く
り
さ
れ
ま
し
た
が
、肩
書

き
は
園（
宴
）芸
担
当
係
長（
笑
）、そ
し

て
氏
名
の
漢
字
に
４
つ
も
口
が
あ
る
と

お
り
お
し
ゃ
べ
り
な
ワ
タ
ク
シ
。愛
す
る

故
郷
の
お
話
を
す
る
こ
と
で
、み
や
ま
市

の
フ
ァ
ン
が
増
え
て
く
れ
る
の
が
至
上

の
喜
び
で
す
！

　

災
害
の
多
発
や
コ
ロ
ナ
禍
で
、い
ま
ま

で
の
や
り
方
以
外
に
も
、人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
で
き
る
Ｐ
Ｒ
活
動
が
な
い

か
、い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
、い

い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
、編
集
部
経
由

で
教
え
て
く
だ
さ
い（
談
）。

�

（
福
岡
県
み
や
ま
市　

宮
本 

啓
吾
）
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上級農業経営アドバイザー
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被災地は復興を遂げつつあり、
農業者も次世代へとバトン

が徐々に移っているように感じる。
　最近は、新規就農者や若い後継
者から、経営計画策定や規模拡大
にかかる借り入れについて相談を
受けることが多い。
　若く意欲ある農業者からの相談
はアドバイザー冥利に尽きると感
じるし、何とか力になりたいと思う。
　ただ、自分の経営を「数字」で明
確に語れる農業者が少ない。
　公表されているデータや蓄積情
報を参考に、経営の姿を明確に思
い描いて事業計画を策定してもら
うが、それだけでは「数字を理解で
きた」とはいえない。
　どんな業種でも、日々さまざまな
トラブルは起きるし失敗すること
もある。さらに農業は天候不順や

病害の発生もある。
　計画を実行に移して、計画値と
実績値のズレを分析、そのズレが
どの程度重要なのかを理解するこ
とこそが、経営を続けていくうえで
最も重要なプロセスであり、アドバ

定ができるようになる。そのステー
ジに農業者がたどり着くまで、根気
強く息の長い伴走型の支援をする
ことが、アドバイザーはもとより金
融機関職員に求められている。
　農業者が抱える課題は、労働力

イザーが重点的にフォローすべき
部分だ、と実感している。

資金繰りを含めて、どの数字が
重要なのか肌感覚で身に付

けることで、改善方策を検討する
基準が身に付き、対策を考えること
ができるようになる。収益向上のた
めには、明確な基準をもとに試算を
繰り返すしかない。
　計画は何回つくり直してもよい。
自分が納得する数字を押さえるこ
とができれば、不安は減り、事業を
展開するなかで確度の高い意思決

不足、機械導入コストの高額化、販
路確保など多岐にわたる。加えて、
近年の異常気象の頻発や新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響など、
外部環境の変化にも柔軟に対応し、
経営課題の解決をサポートしてい
くことが重要だ。
　10年前、私は宮城県石巻市で被
災した。変わり果てた風景は、忘れ
ることができない。自分に何ができ
るのか―。
　いま、農業者支援に携わるなか
で、当時の気持ちを忘れずに持ち
続けたい。

傍らで
息の長い
伴走型支援

ささき しんご
1984年宮城県生まれ。2007年仙台銀行入行。
13年から現部署で農業者支援に携わる。趣味
はマラソン。宮城県農業経営アドバイザー連
絡協議会所属。

▪農業経営アドバイザー
農業経営者のニーズに対応し、経営への総合的で的確なアドバイスを実践する専門家です。
2005年、農業経営の発展に寄与することを目的に日本公庫（当時、農林漁業金融公庫）が資格制
度を創設しました。本コーナーは、上級資格である上級農業経営アドバイザーが執筆します。

011

佐々木 真吾
SASAKI Shingo
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